
B6FJ-2581-01 


取扱ガイド 

さ部の名称やパソコンの取り扱い 

FMV-BIBLO 
MG/E80N, MG/E75, MG/E75N 
MG/E70, MG/E70N 


1.各部の 名称と 働を 

2 .バソコ ンの 取り扱い 

3. 周辺お器の設居/設定/増設 

4. お手入れ 
己.仕様一度 


2009年をモデル 


Fuifrsu 
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巧っておさたいサービスと 
困ったとをのお問い合わせ 

ヴポート&ヴービス 


•ユーヴー登録'会員特典 
• AzbyClub のご案内 
参各種お問い合わせ先 
* 学習サービスのご案内 


〇 


詳しく知りたい 

このパソコンの機能と取扱方法 


取扱ガイド 


♦各部の名称と働さ 
♦パソコンの取り扱い 
. 電源の入れち/切0方 
■音量や明るさの調節など 
♦ 周辺機器の設置/設定/増設 
•パソコンのお手入れ 
•仕様一覧 




〇 


テレビを使いこなす 
「見る•録る•残す」をマスター 

テレビ操作ガイド 

テレビチューナー搭載機種に添付 


>テレビについて 
. テレビの見方 
-録画のしかた 
■ 保存のしかた 

>テレビなどに関する Q&A 




辱) 

テレビ操げづイド 

感 




(0) 

和 
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トラブル!？困った… 

そんなとさにはまずこの]冊 

トラブル解決ガイド 


♦マイ U カバ U 
♦バックアップ 
♦パソコンをご購入時の 
状態に房す ( U カバ1」） 
♦廃棄•リサイクル 
• QSiA 




魯 

トラブル«巧ガイド 

© 





«細 


0 パソコンに添付されている 
マニュアルのご案内 

パソコンについてちっと知りたい、操作ち法びわからない— 


目的に合わせて「知りたいこと」を探せる冊子マニュアルをご紹介します。 


〇 


最初び肝む 

ノ（ソコンをスムーズに使い始めるために 

スタートガイド1 設置編 
スタートガイド2 セットアップ編 







この他にち、マニュアルや重要なお知 b せなどの紙、冊子類があります。 



























皆 『画面で見るマニュアル』のご案内 



説明している主な内容 


♦ ノてソコンの基本 • セキュリティ対策 
♦インターネット / E 方ール 
♦使いこなし事例集 
♦パソコン本体の取り扱い 
♦周辺機器の接続 
♦添付ソフトウ I アー覧 
♦困ったとさの QSiA 

この他にち役立つ情報げ盛りだくさんです。 


画面で見る マこユ アルを起動ずるには 

@ (スタート）一 r すべてのプ□グラム」一 



巧画面で見るマニュアル 
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「画面で見るマニュアル」の順にク U ックしてくださし、。 


〇 


参照先の探し方 


冊子のマニュアルの本文内に、：>「******旧巧の数字)」とある場合は 
『画面で見るマニュアル』で検索してご覧ください。 


Windows の画面について 


& 『画面で見るマニュアル 』：> r 920010 J で検索 
一 「 Windows の画面と各部の名称」こ 


文書番号旧おの数字)を入力 


巧丽で見るにュアル V 


を画面で見るマニュアル 

バソコンのお0扱いや巧いちについて説明した S 子マニュアルです。 


詳しい説明や関連情報などの 
夕書内容が表示されます。 


开因 IbOlj 



觸ミ、。 


f 画面で見るマニュアル』について詳しくは、画面ち上の g を 
ク U ックしてください。 


CTVi テクニカルコミュニケーター協会が定める 
「画面で見るマニュアル標幸マーク」です。 




































































目次 


電源を入れる/切る . 

電源を入れる . 

電源を切る . 

パソコンを待機状態にする/復帰させる . 

バッテ U で使う . 

バッテ U を充電する . 

バッテ U の充電状態や残量を確認する . 

内蔵バッテ U パックを交換する . 

フラットポイントを使う . 

フラットポイントについて . 

フラットポイントの使い方 . 

音重を调卽すな . 

液晶ディスプレイの明るさを調節する . 

ワンタッチボタンを使う . 

CD/DVD を使ラ . 

このパソコンで使えるディスク/使えないディスク 

ディスクをパソコンにセットする/取り出す . 

メモ U— カードを使う . 

X モ U —カードをお使いになるラえでのごを意... 

使えるメモ U— カード . 

X モ U —カードを差し込む/取り出す . 

指紋認証を使ラ . 

も破細止[こつし化 . 

指紋センサーについてのミち意 . 

指紋認証をお使いになる場含のを意 . 

指紋認証を使ラ . 

LAN 機能を使う . 

LAN (有線 LAN) をお使いになる場合 . 

無線 LAN をお使いになる場合 . 

目 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを使う . 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー搭載機種のみ 

目 luetooth ワイヤレステクノ□ジーとは . 

必要なものを用意する . 


八ソコン本体前面.. . 
パソコン本体上面... 
パソコン本体側面... 
パソコン本体左側面 
パソコン本体ち側面 
パソコン本体背面... 
パソコン本体下面.. . 

キー ボード . 

状態表示 LED. 


第2章パソコンの取り扱し、 


安全にお使いいただくために. 
このマニュアルの表記について 

第1章各部の名称と働き 


2 @|每5貢 t I ►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 
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第 3 章周辺機器の設置/設定/増設 

1周辺機器をお使いになる場合 . 72 

周辺機器とは？ . 72 

周辺機器を取り付けると . 72 

周辺機器の取り扱い上のを意 . 72 

周辺機器の取り付け方を調べる . 73 

2 ><モ11を増やす . 74 

モ U の組み合わせを確認する . 74 

><モ11を取り付けるときのを意 . 75 

必要なものを用忌する . /6 

モリを取り付ける . 76 

■X モ U 容量を確認する . 79 

第4章お手入れ 

1お手入れ . 82 

バソコン本体および添付品のお手入れ . 82 

液晶ディスプレイのお手入れ . 83 

CD/DVD ドライブのお手入れ . 83 

空を用通風路のお手入れ . 84 

第已章仕様一覧 

1パソコン本体の仕様 . 88 

仕様一覧のを記について . 101 

2その他の仕様 . 103 

CD/DVD ドライブ . 103 

索引 . 105 
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安全にお使いいただくために 


本製品には D 『安むしてお使いいただくために』というマニュアルび添付されています。本製品を 
ま全に正し<お使いいただ<ための重要な情報び記載されています。 

お使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、 r ま全上のごま意」をよくお読み 
になり、理解された5えで本製品をお使いください。 

また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでちご覽になれるよラ大切にイ呆曽してください。 


このマニュアルの表記について 


画面例およびイラストにごいて 


表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、画面およびイラストび 
若干異なることびあります。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、 
本来接続されているケーブル類を省略していることびあります。 


まをにお使いいただくための給記号について 


このマニュアルでは、いろいろな絵表おを使っています。これは本製品を安全に正しくお使いい 
ただを、あなたや他の人々に加えられるおそれのあるを害や損害を、未然に防止するための目印 
となるちのです。その表示と意ははなのよラになっています。内容をよくご理解の5え、お読み 
ください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 t する可能性または重傷を負 
ラ可能性があることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性があること、 
物的損害び発生する可能性びあることを示しています。 


また、を害や損害の内容びどのよラなちのかを示すために、上記の絵表示と同時になの記号を使つ 
ています。 


A 

A で示した記号は、警告•を意を促す内容であることを告げるちのです。記号の中や 
その脇には、具体的な警告内容び示されています。 

0 

ので示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるちのです。 
記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるちのです。記号の中 
やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


4 @1宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 















本义中の記号について 


本文中に記載されている記号には、なのよ5な意味びあります。 


僅固 

お使いになるとをにを意していただをたいことや、してはいけないことを記述してい 
ます。必ずお読みください。 


操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

•> 

参照先を記述しています。 

D 

冊子のマニュアルを表しています。 

を] 

画面で見るマニュアルを表しています。 

(起動方法について、このマニュアルの巻頭でご案内しています。） 

@ 

CD - ROM / DVD-ROM を表してし、ます。 


製品などの巧び方について 


このマニュアルでは製品名称などを、なのよラに略して表記しています。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows ® 7 Professional 

Windows または Windows 7または 
Windows 7 Professional 

Windows ® 7 Home Premium 

Windows または Windows 7または 
Windows 7 Home Premium 

Windows ® 7 Ultimate 

Windows または Windows 7 または 
Windows 7 Ultimate 

Windows ® Internet Explorer ® 8 

Internet Explorer 8 または 

Internet Explorer 

InterVideo WinDVD®for FUJITSU 

WinDVD 

情報処理機器の省エネルギー化推進に関する法律 

省エネ法 

スーバーマルチドライブ 

CD/DVD ド'ライブ 

画面で見るマニュアル V 2.0 

画面で見るマニュアル 

xD-Picture Card ™ 

xD - ピクチャーカード 
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商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows 、 Aero、Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の、ホ国およびその他の国における登録商標 
または商標です。 

インテル、 Intel 、 インテル Core および Centrin □は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation の商標です。 
Core し Corel の□ゴ、 InterVideo . InterVideo □ゴ 、 InterVideo WinDVD は 、 Corel Corporation およびその関連会社の商標ま 
たは登録商標です。 

Bluetooth ® は、日 luetooth S にの商標であり、鲜社へライセンスされています。 

xD-Picture Card ™, xD - ピクチャーカード im は富±写真フイルム株式会社の商標です。 
r メモリースティック」、「メモリースティック PRO 」、 「メモリースティック Duo 」、 「メモリースティック PRO Duo 」、 「マジックゲー 
卜」およびま、ソニー株式会社の商標または登録商標です。 

SD □ゴおよび SDHC □ゴは商標です。 

その他の各製品名は、各社の商標または登録商標です。 

その他の各製品は、各社の著作物でず。 

Copyright FUJITSU LIMPTED 2009 

ドルビー、□日 L 日丫、ダブル□記号、 AC -3 およびプ n □ジックはドルビーラボラト U - ズの商標です。 ' 


6 I D 零鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 




き部の名拖と働き 


パソコンの各部の名称と働さについて説明しています。 
ここでは、代表的な機能を説明しています。 


1パソコン本体前面 . 8 

2 パソコン本体上面 . 9 

3パソコン本体側面 . 10 

4パソコン本体背面 . 12 

已パソコン本体下面 . 13 

6キーボード . 14 

7状態表示 LED . 15 













回团因日团旦国目^^^^^^^^^^^^^^^ 

パソコン本体前面 


指紋センサーー 

指をスライドさせる 
ことで、なの機能を 
使ラことびできます。 

■ 画面のスク □ ール 
(••► P .3 目） 

-指紋認証 
(••► P . 目目） 


液晶ディスプレイー 

入力した内容や 、バソコ 
ン内の データな どを表示 
します。 

フラットポイント n 

マウスポインターを操 
作します。（ホ P .33) 


ワンタッチボタン 

「 WinDVD 」 を操作したり、決められ 
たソフトウエアをワンタッチで起動 
したりしまず。起動するソフトを変更 
することむでをます。 （•♦ P .41) 

厂電源ボタン（む） 

パソコンの電源を入れた0、スリーブ 
/復帰(レジューム）させた0しまず。 
(•> P .18) 



※イラストは機種や状況に 
より異なりまず。 

ワイヤレススイッチ 

無線 LAN の電波の発信/停止を 
切り替えます。[ま 1](，> P . 目 8) 
Blueto 日 か 1 ワイヤレステクノロ 
ジーの電波の発信/停止わ同時 
に切り替えます。[ま 2] 


アイトリブルイー 

IEEE 1394 


( DV ) 端子（國） 

デジタルビデオカメラ （ DVC ) 
や IEEE 13日4規格の周辺機器 
を接続します。 


ま2 :团 uetoDth ワイヤレステクノ□ジー搭載磯種のみ 


が態表示 LED スピーカー状態表示 LED 

パソコンの状態を表示パソコンの音声を 
します。 （•♦ P .1 已）出力します。(- > P .38) 

-ラッチ 

この部分を押しなびら液晶ディスプレイを開さます。 

——マイク-ラインイン兼用端子（户） 

外径3.日 mm のミニプラグに対応した市販のパソコン用マイク 
を接続します。また、設定を変更することで、ライン入力端子 
としても使用で走ます。 

——へッドホン.ラインアウト兼用端子 （0) 

外径式日 mm の S ニプラグに対応した市販のへッドホンを接続 
します。また、設定を変更することで、ライン出力端モとして 
わ使用で走ます。 


パソコン本体前面の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧 < ださい。 



巧!『画面で見るマニュアル』》「日日日 2] 日」で検索 
一 r 各部の名称と働さ：パソコン本体」一「パソコン 
本体前面」 


rrVi 画面でちる 
マニュアル 


► このマニュアルの巻頭でご案內しています。 
























パソコン本体上面 


内蔵無線 LAN アンテナ 

MG / E 80 N ， MG / E 7 己の場合 
MG / E 7 已 N で、ご購人時(こ 「IEEE 802. 

1 ] a / b / 呂準拠」かつ 「IEEE 802.1 In ドラフ h 2.0 
準拠」の無線 LAN を選択した場合のみ。 

内蔵無線 LAN アンテナ[ま 1] 

無線 LAN 用のアンテナび内蔵されています。 

(- > P .68) 



_ プルートゥース 

内蔵巨 luetooth ワイヤレステクノ□ジーアンテナ[ま 2] 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー用のアンテナび內蔵されています。 
(ホ P . 目目） 


を1:無線 LAN 搭載機種のみ 

ま2 : Bluetooth ワイヤレステクノロジー搭載機種のみ 


パソコン本体上面の各部の名称に 
ついて、詳しい説明は次のマニュ 
アルをご覽ください。 



を!『画面で見る マニュアル』》「日日日 2 ] 日」 で検索 
一 r 各部の名称と働さ：パソコン本体」一「パソコン 
本体上面」 












^ 回团因日团旦国团 

パソコン本体側面 


ノくソコン本体左側面 


LAN コネクタ（基） 

LAN ケーブルを接続します。(- > P .67) 

PC 力ード取り出しボタン 

PC 力ードを取り出しまず。 

PC 力ードス□ツト（固） 

PC 力ードの差込□です。 


排気孔- 

ノ（ソコン本体内部の熱を列部 
に逃びしまず。 



[1 曲 miH 


※イラストは機種や状況により異なりまず。 


妻 


ダイレクト•メモリース□ット 

SD メモ U - 力ード、メモ U - スティック、 
xD - ピクチャーカードの差込□です。 
min に□[ミニエスディー]力ードやメモ 
U —スティック Duo などは、アダプターを 
使巧してください。(- > P .52) 


外部ディスプレイコネクタ（回） 

アナ□グディスプレイや、外部ディスプレイを 
接続します。 


ディーシー イン 


DC-IN コネクタ（二 Z) 

添付の AC アダプタを接続します。 


パソコン本体左側面のさ部の名称 
と働さについて、詳しい説明は次 
のマニュアルをご覧ください。 



を) r 画面で見るマニュアル J »「000吕10」で検索 
-「各部の名称と働定：バソコン本体」一「バソコン 
本体左側面」 


10 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 















































ノくソコン本体ち側面 


盜難防止用□ック取り付け巧 （ fl ) 

市販の盗難防止用ケーブルを接続します。 


ユー エス ビー 

r USB コネクタ（•^) 

US 目マウス、プリンターなどの 
USB 規格の周辺機器を接続し 
ます。 



-言 • 


※イラストは機種や 
状況により異なります。 


吸気孔 

空;令巧フアンび空気を 
取0込みまず。 


- CD / DVD 取0出し 
ボタン（全） 

ディスクをセツトした0 
取り出した0しまず。 
(ホ P .47) 



〇 ろ 

- _ 1 







I 


モデムコネクタ（凸） モバイルマルチベイ 

モジュラーケーブルを接続します。ご購入時は内蔵スーバーマ 

ルチドライブユニットび 
取0付け5れています。 
(ホ P .47) 


USB コネクタく*^) 


バソコン本体ち側面の各部の名称 
と働さについて、詳しい説明は次 
のマニュアルをご覧ください。 


♦ 


巧!『画面で見るマニュアル』》「日日日 2] 日」で検索 
一 r 各部の名称と働さ：パソコン本体」一「パソコン 
本体ち側面」 


蠢 Q 名称と働さ 
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回团因日团旦国目^^^^^^^^^^^^^^^ 

パソコン本体背面 



盗難防止用□ック取り付け巧 （0) 

市販の盗難防止用ケープルを接続します。 


バソコン本体背面の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧ください。 



巧! r 画面で見るマニュアル J »「000210」で検索 
一 r 各部の名称と働さ：バソコン本体」--「バソコン 
本体背面」 


12 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 







回团因日团旦圓目^^^^^^^^^^^^^^^ 


パソコン本体下面 


吸気孔- 

空;令用フアンび空気を 
取0込みます。 


—内蔵バッテリパック□ック 

内献（ッテ U バックを取りがすときに 
スライドさせます。(- >P.30) 



モパイルマルチベイ□ック 

モバイルマルチベイの取0付け/取0 
外しをする場合にスライドさせます。 


メモリ （} 広張 RAM モジュール） 
ス□ット 

このバソコンのメモ IJ び取り付け6れて 
います。 (•>P.74) 


ダストキヤツチヤー 

空;令用通風路に蓄積する 
ほこりを取り除さやすく 
します。 (•>P.84) 


L 内蔵バッテリパック 

内獻（ッテI」バックび装着 
されています。 (•>P.30) 


パソコン本体下面の各部の名称と 
働さについて、詳しい説明は次の 
マニュアルをご覧ください。 



巧 r 画面で見るマニュアル』》「000210」で検索 
-r 各部の名称と働さ：バソコン本体」一「バソコン 
本体下面」 
































































































回团因日团旦国目^^^^^^^^^^^^^^^ 

丰—ボ—ド 


バックスペース 



半角/そを主一 

キーを押すごとに半角入力/全角入力を切り替え 
ます。全角入力にすると、日本語を入力でさます。 

Esc キー 

現在の作業を取り消します。 

フアンクシヨンキー 

ソフトウエアごとにいろいろな機能び割0当て5 
れていまず。青い刻印の機能は、画を押しなび日そ 
のキーを巧して使います。 

Fn キー 

画]を押しなび5青い刻印のあるキーを押すと、そ 
れぞれのキーに割0当て5れた機能を使用するこ 
とびでさます。 

Shift キー 

励励を巧しなびら文字キーを押すと、キーの上段 
に刻印されている記号を入力でさまず。 

广 gpc I QC レ 

隔丽 ]] を巧しなび 5 [g^g]] をキ甲して、英大文字入 
力/ル文字入力を切り誓えます。 


カーソルの左側にある1文字を削除します。 

Delete キー 

力ー ソルのち側にある] 文字を削除します。 

Num Lk キー 

陋面 0) を巧すと、テンキーモードになります。 

をラー度押すと解除されます。 

テンキーモードでは、イラストの「テンキーにな 
るキー」部分びテンキー(数字を入力しやずい配 
列のキ ー） として使えるよラになります。 
テンキーモードで入力で走る文字は、キーの前面 
に刻印されています。 

カーソルキー 

カーソルを上下左ちに移動します。 

Enter キー 

入力した文字を確定したり、改行したりします。 


その他のキーについて、詳しい説 
明は次のマニュアルをご覧くださ 
し、。 



り^^^ 

を!『画面で見るマニュアル』》「0日日 2] 日」で検索 
-「各部の名称と働を:パソコン本体」^「キーボード」 


14 ^15互貴度| D 零鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 



















































































































































































































































































回团因日团旦圓团 

状態表示 LED 



①電源ランプ （©) 

パソコンの電源が入っているとをに点丹します。 

感 AC アダプタランプ（二^) 

A 巳アダプタから電源び供給されているとさに 
点阿します。 

感巧蔵バッテリパック巧電ランプ (♦ GD) 

パソコンに AC アダプタび接続されている場合 
に、内蔵バッテリパックの充電状態を表示しま 
す。 （••►P ぶ 8) 

④内蔵バッテリパック残量ランプ ( m ) 

内蔵ノ くッテI」ノ v" ックの残量を表示します。 
(••>P.28) 

⑥増設用内蔵バッテリユニット巧電ランプ 

(* CZD) 

パソコンに AC アダプタび接続されている場合 
に、増設用内蔵バッテ U ユニットの充電状態を表 
示します。 （•♦P.27) 


©増設用内蔵バッテリユニット残量ランプ 

(CZD) 

増設用內蔵バッテ U ユニットの残量を表示しま 
す。増設用内蔵バッテ U ユニットび装着されてい 
ると点灯します。(- >P.28) 

③ディスクアクセスランプ（を） 

内蔵八ードディスクや CD、DVD にアクセスし 
ているとさに点灯します。 

® Num Lock ランプ（を） 

キーボードびテンキーモードのとさに点灯します。 
点灯時は、「テンキーになるキ~」で数字や記号を 
入力できます。 [Num Lk] キー （••►P.14) 

キヤブス□ジク 

感 Caps Lock ランプ（因） 

英大文字固定モード（英字を大文字で入力する 
状態）のとさに点丹します。 

に aps Lock ] キー (- yp.14) 

スク□-ル□ック 

⑩ Scroll Lock ランプ（尚） 

圆を巧しなびらを押したときに点口しま 
す。点灯中の動作は、ソフトウエアによって異な 
りまず。 


状態表示 LED の各部の名称と働 
さについて、詳しい説明は次のマ 
ニュアルをご覽ください。 



を!『画面で見るマニュアル』》「日日日2 ] 日」で検索 
- r 各部の名称と働さ：パソコン本体」-> r 状態表示 
LED」 














Memo 
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電源を入れる/切る . 18 

バッテリで使う . 27 

フラットポイントを使う . 33 

音量を調節する . 38 

液晶ディスプレイの明るさを調節する . 40 

ワンタッチボタンを使う . 41 

CD / DVD を使ラ . 43 

メモリーカードを使う . 己2 

指紋認証を使5 . 57 

LAN 機能を使ラ . 67 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを使う . 69 


Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー搭載機種のみ 


A-A- 

2 章 

パソコンの取り巧い 


最初に確認していただをたいことと、使用上の注意事項などを説明しています。 


1234已678901 
















因回 Q 囚 

電源を入れる/切る 


電源の入れちと切りちはとてち重要です。正しいち法を覚えて<ださい。 


電源を入れる 


ここでは Windows を起動するちまを説明しています。 


[k^ 電源を入れるときの注意 


電源を入れてから Windows び起動するまでは、キーボードやフラットポイントは操作しないでく 
ださい。正常に起動でをなくなる場をびあります。 

パソコンを長時間お使いになる場合は、バッテリ切れによるデータ消失などを防ぐため、必ず AC 
アダプタを取0付けてください。 


A 警告 


0 


落雷の可能性がある場含は、あらかじがパソコン本体の電源を切り、その後電源コードをコ 
ンセントから巧を、ケーブル類を取り外しておいてくださし、落雷による感電、火災の原因 
となります。 

雷び鳴り出したとさは、落雷の可能性びな<なるまでパソコン本体やケーブル類に触れない 
で<ださい。ケーブル類の接続作業は、落雷の可能性びな<なるまで行わないで<ださい。 


〇 


AC アダプタは、このマニュアルをよく読み、正しく接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•火災の原因となります。また、パソコン本体び故 
障する原因となります。 


巧 oint AC アダプタび熱くなることびありまず 

バソコンの使用中は、 AC アダプタび熱くなることびありますび、故障ではありません。 


1液晶ディスプレイを開きまず。 


①ラッチを押して□ックを外します。 

③パソコン本体（ラッチ部分）と液晶ディスプレイ上部の中央部分の両方に手を添えて開をます。 



18 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 








lsl = J 液晶ディスプレイを開閉ずるときは、液晶ディスプレイ外枠の上側中央部分を 
I f ゴ 持って、静かに開閉してください 

液晶ディスプレイを開閉するときは、液晶ディスプレイ外枠の上側中央部分を持って、静かに開閉し 
てください。液晶ディスプレイを開閉すると走や角度を調整する際には、液晶の表示面には触れない 
でください。故障ずる原因になります。 


ム AC アダプタを接続しまず。 


① AC アダプタに AC ケーブルを接続します。 

② パソコン本体の DC-IN [ディーシーイン]コネクタに接続します。 

③ 電源プラグをコンセントに接続します。 

AC アダプタは差し込み□のお状をよく確認して、奥までしっかりと差し込んでください。正し 
く接続すると、状態表示 LED [エルイーディー]の AC アダプタランプび点なします。 



電源プラグ 


(イラストは機種やが況により異なります) 


パソ n ン©取り扱い 
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3 電源ボタン（む）を押しまず。 


電源ボタンを、4砂じ(上押し続けるとパソコンの電源び切れてしまいます。データび失われる場 
合もあ D ますので、ご注意ください。 



電源び入ると電源ランプび点灯し、画面に文字などび表示されます。 

4次のような画面び表示されたことを確認しまず。 



20 @1 宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 













を oint Windows の□グオンパスワードを設定している場合 


Windows の□グオンに指紋認証を設定している場合 
指紋センサーに指をスライドさせます。 



(これ政降の画面は、機種や 
状況により異なります） 



Windows の□クオンに指紋認証を設定していない場合 

お使いのユーヴー名をク1」ックします。 Windows の□グオンパスワードを入力し、貸をク IJ ックします。 




(これ!^:^降の画面は、機種や 
状況により異なります） 


Windows の□グオンパスワードについては、 ©(スター ト）一「ヘルプとサポート」をクリックして 
Windows のヘルプを表示し、「パスワード」で検索して「コンピューターをパスワードで保護する」をご覧 
ください。 


f^oint Windows び起動しない場合 

次の点を確認してください。 

- AC アダプタを接続している場合 
AC アダプタび正しく接続されているか確認してください。 

「電源を入れる」 （"► P .18) 

* バッテ U で使ラ場合 

バッテ U の残量び巧分にあるかを確認し、残量びかない場合は AC アダプタを接続してください。バッテ U 
残量びかないと量源を入れても Windows び起動しないことがあ0ます。 

「バッテ U の充電状態や残量を確認する」 （► P .28) 

これ5の点を確認しても Windows び起動しない場合は、次のマニュアルをご覧ください。 

0『トラブル解決ガイド』 

一「日 & A 集」一「パソコンびおかしいときの qslA 集」一 r 起動/終了」 










電源を切る 


ここでは Windows を終了するち法を説明しています。 

必ず、なの手順で Windows の終了処理を行ってください。 Windows の終了処理を行うと、自 
動的に電源び切れます。 

また、 Windows を終了せずに r 待機状態（ス U - プ)」にしておくこともできます。ス U - プす 
るち法については、「パソコンを待機状態にする/復帰させる」 （••► P .2 己）をご覽ください。 

(5> oint 電源を切5ずに液晶ディスプレイを閉じた場合 

このパソコンは、電源を切らずに液晶ディスプレイを閉じるとス U —プになります。スリープの状態にしてお 
くと、なに液晶ディスプレイを開けたと去に、液晶ディスプレイを閉じる前の状態に復帰します。 

ス U - プについて、詳しくは次のマニュアルをご覧ください。 

©昼^謂力機制こついて 

を)『画面で見るマニュアル』》「日日日41日」で検索 
-「省電力機能を使ラ」 

^^oint 

電源を切る操作を行ラ前に、作業中のデータはないか、また、ディスクドライブにディスクび入ったままに 
なっていないかを確認してください。 


1 @(スタート）一^^ M の順にクリックしまず。 


Snipping Tool 

グーム 

KJ デスクトップ巧ジェット 

つシピユーター , 

1^^ FMV けポートナ ピ 

^(1 ソフトウ; n アデイスクが MDVD) 

コシト□-ルバネル W 

を'‘-' 

デバイスとプリンター 


巧をのプ□クラム 

► すべてのブログラム 

〜レブとサボート 

1 ブ□グラムとファイ J レの# Id P 1 

‘ 1 一一— 一一 

1 

^ - ィ 

寒'台 D 


(画面は状況により異なります） 

しばらくすると Windows が終了し、パソコンの電源が自動的に切れます。 

巧 oint パソコンび動かなくなり操作でをない場合 

フラットポイントやキーボードが操作でをないなど、電源を切る操作びでさないとさは、なのマニュアルをご 
覧ください。 

0『トラブル解決ガイド』 

一 「 Q & A 集」一「パソコンびおかしいときの Q & A 集」一 r 起動/終了」 


22 I D 零鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 


















2 AC アダプタを取りがしまず。 


① AC ケーブルの電源プラグをコンセントから抜きます。 
( DAC アダプタを DC - IN コネクタから取り外します 



AC ケーブル 

(イラストは機種や状況によ0異な0ます) 


[ kQ 電源を切ってち電力を消費しまず 

-パソコンは電源を切った状態でわか量の電力を消費します。そのため、 AC アダプタを取り外した 
状態ではバッテリの残量びかしずつ減っていきます。 

長時間 AC アダプタを取りがしていた場合は、お使いになる前に AC アダプタを接続してから電源 
を入れてください。 

バッテリの残量を減らさないためには、 AC アダプタを接続しておいてください。また、長期間パ 
ソコンを使用しない場をには内蔵バッテ U を外してくださし、。 

-内蔵バッテ U パックを取りがしていた場合は、お使いになる前に必ず內蔵バッテ U を取り付けてか 
ら電源を入れてください。また、バッテ U パックを取り付ける際には、巧献いッテリパックに変巧き 
や破損の無いことをご確認のラえ、取り付けを行ってください。 





3 液晶ディスプレイを閉じまず。 


液晶ディスプレイ上部の中央部分に手を添え、文房具などを挟まないよラにま意して、静かに開 
じます。 



m 液晶ディスプレイを閉じるとさのま意 


液晶ディスプレイは、ラッチ部分に手を添えて、静かに閉じてくださし、。液晶ディスプレイに強し、力 
び加わると、液晶ディスプレイび故障する原因となることびあります。 


巧 oint AC アダプタについて 

-パソコン本体か5取りがした AC アダプタは、 AC アダプタ本体や AC ケーブルび、変おしたり、割れた 
0、傷び付かないよラに保管してください。 

-保管の隙には、 AC アダプタに AC ケーブルを巻さ付けたりしないでください。 

-次回使用時に、 AC アダプタ本体や AC ケーブルの変形や割れ、傷を見つけた場合は、使用しないでください。 

パソコンを持ち運ぶとき和、周辺機器の取り付け/取り列しをするとき、パソコンを長時間使わ 
ないとさは、必ず AC アダプタを取り外してください。 


24 I D 零鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 




ノ くソコンを待機状態にする/復帰させる 


パソコンを使わないとさは、電源を切らずに待機状態にしておくことびでをます。待機状態にし 
ておくと、なにパソコンを使ラとをにすぐに使い始めることびでをます。 

待機状態にはス U - プと体止状態びあります。ここでは、パソコンをス U - プする方法と、ス U - 
プから復帰（レジューム）する方法について説巧します。 


7 V ‘ ソコンをス U —プにする場合のを意 

なの場合はノ ':ソコンの電源を切ってく ださし、 

•パソコンを長期間使わないとを 

•パソコンの動作び遅くなったり、正常に動作しなくなったとき 

このよラな場合はいったんパソコンの電源を切 D 、 電源を入れ直してください。 

電源の切り方については、「電源を切る」 (•> P .22) をご覽ください。 

み oint ス U —プ中ち電力を消費しまず 

-ス I 」ープ中は、メモ U に保をしたデータなどを保持するためにかしずつ電力を消費しています。 AC アダプ 
夕は取り外さないようにしてください。 

ご睡入時の設定では、ス IJ ープにしてか5—定時間経過するか、バッテ I 」の残量びかなくなると、データな 
どの保を先をメモ IJ 占、5八ードディスクに切り替えて、パソコンの電源び切れるよ5になっています。 


ス u — プとは 

パソコンの電源を切らずに、作業中のデータなどをメモ1」にな存して、パソコンを待機状態にす 
ることです。 


パソ nAQ 取り扱い 
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パソコンをス IJ — プする 


1 ®(スタート）一ぉのなぉ||一因の「スリープ」の順にクリックし 
まず。 



パソコンびス U - プします。ス U -プ中は、状態表示 LED の電源ランプとノ（ッテ U 残量ランプび 
，百、滅します。 


スリープか6復帰する 


I 電源ボタン（む）を押しまず。 

パソコンびス U - プから復帰（レジューム）します。 

電源ボタンは4秒しツ上押し続けないでください。パソコンの電源び切れてしまいます。 

C 5>0' nt 復帰ずるとさは 

ス U — プにした樹ホ、おず10秒 L ツ上たってか5復帰（レジューム）するようにしてください。 

ス U — プや休止状態については、次のマニュアルちご覧ください。 

awsM 省重力機脚 こっぃて 

を] IT 画面で見るマニュアル』》「000410」であ索 
-「省電力機能を使5」 


2白 @|宣ミ貢ミ| 0零堂?要王►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 

















ン 

の 

团 Q 因 

い 


OBB 

バッテ u で使う 


このパソコンは、 AC アダプタを使わずにバッテ U のみで動作させることびでさま 
す。 

ここでは、バッテ U の充電ち法、バッテ U の充電状態や残量を確認するち法、バッ 
テリ の交換ち法について説明しています。 


バッテリのみで使用ずる場合は 

バッテ1」び充電されているか確認してください。特にご磨乂時には/ (ッテ IJ び充電されていない場合 
びあるので、ごを意くださし)。 


八ッテリを充電する 


1 パソコンに AC アダプタを接続しまず。 


充電び始まり、バッテ U 充電ランプび点なします。 AC アダプタを接続するち法については、「電 
源を入れる」 （•> P .18) をご覧ください。 


2 バッテリ巧電ランプびオレンジ点'打か5消口に変わったことを確認し、 
AC アダプタを取りがしまず。 






バッテリの充電状態や残量を確認する 


バッテ U の充電の確認は、バッテ U 充電ランプ/バッテ U 残量ランプでおこないます。 
バッテ U 充電ランプ ( HID ) /バッテ U 残量ランプ （ a ) は、次のよラに表示されます。 


田バッテリ充電ランプ（てコ) 


状態 

充電ランプの表示 

AC アダプタを接続し、充電中 

オレンジ点な （て二!） 

AC アダプタを接続し、充電終了（満充電時） 

消灯 

AC アダプタ接続（バッテ U 未装着）時 

AC アダプタ未接続（充電していない）時 


次の場合、ノ（ッテリ充電ランプびオレンジ点滅します。 

•内蔵バッテ U パックび熱を持つて温度び高くなつた場合 

-冷やされて湿度び低くなつたとをに、バッテ U の保護機能び働いて充電を停止している場合 
内蔵バッテ U パックの湿度び平常に戻ると、オレンジ点好にな D 充電を再開します。 


田バツテリ 残 量ランプ （仁!) 



動作時 

ス U —プ時、 
休止状態、 
電源 OFF 時 
(充電中） 

ス U —プ時 
(非充電中[を1]) 

電源日 FF 時、 

休止状態 
(非充電中駐1]) 

バッテ U 残量100〜已ひ施 

グ U —ン点灯 ( CD ) 

ゆっくりグ U —ン点滅 

\ 1 1 ✓ 

/ ■ 1、 


バッテ U 残量4日〜130/0 

オレンジ点灯 （仁こ!） 

ゆっくりオレンジ点滅 

、1 ■ク 

/ 1 1 \ 

消灯 

バッテ U 残量12%故下 
(LOW [□引バッテ U 状態） 

レツド点灯 

ゆっくりレツド点滅 

\ 1 1 ✓ 

/ ■ 1、 


バッテ U パック未装着時 

消灯 


バッテ U 異常時[を 2] 

レツド点滅 



ま1:満充電時または AC アダプタ未接続時 

ま2:バッテ U び正常に取り付けられていない場合、または故障している場合 


胃胃次の場合は、バツテリ残量を確認してください。 

短い間隔でレツド点滅：バツテ U び正しく充電でをていません。パソコン本体の電源を切って、バツ 
テリを取り付け直してください。バツテリを取り付け直してち解消されない 
場合はバツテ U び異常です。新しいバツテリと交換してください。 
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僅巧 バッテリ残量不足の表示について 

バッテ U 残量びかなくなると、バッテ U の残り時間とバッテ U 残量の不足を案内するポップアップ 
や、「省電源移行バッテ U レベル」ウィンドウび表示されます。 

LOW バッテ U 状態のまま使用し続けると、作成中または保存中のデータび失われることびあります。 



もが nt バッテリの寿命を延ばずには 

このパソコンは、ご購入時のバッテ U の満充電量び ] 日日％ に設定されていまず。バッテリの満充電を 低く 抑 
える r バッテリーユーティリティー」を使い、満充電量を 8日％ に抑えることで、バッテ U の消費を抑え、バッ 
テ U の寿命を延ばすことびでさます。 

バッテ U - ユーティ U ティーについて、詳しい説明は;欠のマニュアルをご覧くださし、。 

A " ッテリ-ユ-ティリィティ-について 

を 1 『画面で見るマニュアル』》 「日日日已9日」 で検索 
一「バッテリで使ラ」^「バッテリの寿命を延ばす」 


パソ n ン©取り扱い 
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内蔵バッテリパックを交換する 



A 言口 

A ' バッテ U バックの交換を行う場合は、バソコンの電源を化ず切り AC アダプタを取りがして 
ください。また、バソコンやバッテ U バックのコネクタに触れないでください。 

感電や故障の原因となります。 

バッテ1」を長期間使用すると充電する能力び低下するため、バッテ1」稼働時間び短くなります。 
稼働時間び極端に短くなってきたら、新しいバッテ U パックに交換してください。 

この) てソコンには、なのバッテ U パックび取り付けられます。 

品名：内献（ッテ U パック 
型名： FMVNBP1 已 9A 

詳しくは、ご購入元にお問い合わせください。 


I パソコンの電源を切り、 AC アダプタを取りがしまず。 

電源の切りちは、「電源を切る」 （•>P.22) をご覧下さい。 

ム液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返しまず。 

液晶ディスプレイに、文房具などを挟まないよラにして静かに閉じてください。 

J 内蔵バッテリパック□ック1を解除しまず。 

内蔵バッテ U パックロック1を矢印のち向にスライドさせます。 

内蔵バッテ U パック□ック] 
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4 内蔵バッテリパックを取りがしまず。 

①内蔵バッテ U パックロック2を矢印の方向にスライドさせなびら、③くぼみに指をかけて内蔵 
バッテ I 」パックを取りかします。 

<ぼみ 



J 新しい内献いテリパックを取り付けまず。 

新しい内蔵バッテ U パックを斜め上から差し込み、カチッと音びするまでしっかりはめこみます。 



パソ n ン©取り扱い 
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6 内蔵バッテリパック□ック 1 を□ックしまず。 

内蔵バッテ U パックロック1を矢印のち向にスライドさせます。 

巧献くッテリパック□ック ] 



[ kQ 取りがしたバッテリパックについて 

-取り外した巧蔵バッテ U パックは、シヨート（短絡）防止のために、内蔵バッテリパックのコネク 
夕に絶縁テープを貼るなどの処置を行ってください。なお、取り外した巧蔵バッテリパックは乾電 
池などの電池と混ぜないよラにしてください。 

-内蔵バッテ U パック （ U チウムイオン電池）は、責重な資源です。廃棄する場合は、リサイクルに 
ご協力をお願いします。 

バッテ U パックのリサイクルについては、0『トラブル解決ガイド』一「廃棄- U サイクル」一 
「廃棄に関する ごま 意」をご覧ください。 


増設用内蔵バッテ U ユこットの交換方法については、次のマこュアルをご覧<ださい。 

Q iaiin モバ‘イルマルチベイ ユニッ トを交換ずる 

巧] f 画面で見るマニュアル』》「000730」で検索 
一「モバイルマルチベイユニットを使5」 
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ットポイントを使う 


ソラットポイントについて 


フラットポイントは、指先の操作でマウスポインターを動かすことのでをる便利なポインテイン 


グデバイスで、操作面とその手前にある2つのボタンで構成されています。 

この操作面を指先でなぞることで、画面上のマウスポインターを移動させることびでをます。 
左ちのボタンは、それぞれマウスの左ちのボタンに相当し、その機能はソフトウェアにより異な 


0ます。 



(イラストは機種や状況により異なります) 


巧 oint フラットポイントをお使いになるときのま意 

-フラットポイントは操作面表面の結露、湿気などによ0誤動作ずることびあ0ます。また、濡れた手や汗を 
かいた手でお使いになった場合、あるいは操作面の表面び巧れている場合は、マウスポインターび正常に動 
作しないことびあります。このよラな場合は、電源を切ってから、薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい巧で 
ミちれをおさ取ってください。 

-お使いになるソフトウエアによっては、指紋センサーを使った画面のスク□ールびできない場合びありま 
ず。 





フラットポイントの使い方 



田マウスポインタ ー （[^)を移動させる 

操作面を指先でなぞることで、画面上のマウスポインター (b) を移動させます。 



指び操作面の端までをたら、いったん操作面から指を離して、をラー度別の位置からなぞって< 
ださい。指を離してもマウスポインターは動をません。 




指を離している間はマウス 
ポインターは動さません。 




田ク IJ ック 

左ボタンをカチッと1回押して、すぐに離すか、操作面を1回暫くたたく（タップする）ことで 
す。また、ちボタンを1回カチッと押すことを r ちクリック」といいます。 


クリック タップ ちク IJ ツク 



(これな降のイラストは機種や状況によ D 異な D ます） 


操作面をタップするとをは、なるべくボタンの中央部分をたたくよラにしてください。また、操 
作面をタップするとをや離すとさに、の位置びずれないよラに、気をつけてください。 
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田ダブルクリック 

左ボタンをカチカチッと素早く 2回押して、すぐに離すか、操作面を2回連続してタップするこ 
とです。 



田ドラッグ 

アイコンやウィンドウを、マウスポインターでつかむよラにして移動させる方法です。 

左ボタンを押したまま操作面をなぞり、希望の位置で指を離します。 

または、操作面を素早く 2回タップし、2回目のタップのとをに指を操作面上から離さずになぞ 
り、希望の位置で指を離します D 


な 



田ポイント 

マウスポインターをアイコンやメニューなどに合わせることです。ポイントすると、項目び反転 
表示された D、 項目の説明び表示されます。 





徊面は機程や状況により異なります) 








田スクロール 

画面の表示を動かすことです。スク□ールは、指紋センサーを使って行います。 

C 5 >oint 指紋センサーで画面をスクロールずるとさのごを意 

指紋センサーを使ったユーヴー切り替え機能を有効にすると、指紋センサーのスク□ール機能は使用で走ませ 
お使いになるソフトウェアによっては、指紋センサーを使った画面のスク□ールびで舌ない場合びあります。 

I スク□-ルしたい領域（ウインドウの中）をクリックしまず。 



•ク U ックします。 


2 


徊面は機種や状況により異なります） 


指紋センサー上で指先をスライドしまず。 


ウインドウの中の表示が指をスライドさせた方向にスク□ールします。 


画面の上方向にスク□ール 
指を奥にスライドする 



画面の左方向にスク□ール： 
指を左にスライドする 


画面のち方向にスク□ール: 
指をちにスライドする 


画面の下ち向にスク□ール: 
指を手前にスライドする 


続けて画面をスク□ールするとをは、いったん指を離してから繰り返し指をスライドします。 
画面を大さ<スク□ールさせる場をには、指をスライドした後、センサーの上にしばら<指を置 
いたままにしておくとスク□ールが自動的に繰り返されます。 
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フラットポイント和、指紋センサーを使ったスク□ールについては、次のマこュアルちご覧くだ 
さい。 

Q 段剖 フラジトポイントについて 

巧1『画面で見るマニュアル』》「日日日640」で検索 
一「フラットポイントを使う」 

の oint ジェスチャー機能について 

このパソコンでは、設定を変更することで、ジェスチャー機能を使用することびでさます。 

(お使いになるソフトウェアによっては、ジェスチャー機能び使用でさない場合びあります。） 

設定変更の方法などについて、詳しくは、なのマニュアルをご覧ください。 

ジ1スチャ-機旨目について 

を]『画面で見るマニュアル』》「日日日目4日」で検索 
「フラットポイントを使ラ」-*「一歩進んだ使い方」 


パソ nAQ 取り扱い 


37 




因回 Q 匹 


音量を調節する 



スピーカーやへ ッ ドホンの音量は、キーボードなどで調節でさまず。 

[ kQ スピーカーび故障ずる原因となる場合びありまず 

音量はスピーカーから聞こえる音びひずまない範囲に設定-調整してください。 

胃®「省電カユーティリティ」の設定について 

「省電カユーティ U ティ」の設定で、オーディオを「無効にする」に設定している場合、省電カモー 
ドに移行すると音声の再生や録音びでをなくなります。詳しくは「省電カボタンを使ラ」をご覧くだ 
さい。 

省電カユーティ U ティについて、詳しくはし U 下をご賣下さし、。 

QMiH 省電カ ユー ティリティについて 

を]『画面で見るマニュアル』》「日日日41日」で検索 
「省電力機能を使ラ」 


1 キーボードで、適切な音量に調節しまず。 


調節中は、画面下部に音量を示すインジケーターが表示されます。 



(イラストは状況により異なります） 

■音量をルさくずる 

画を押しなびら、圆を押します。 

■音量を大きくずる 

国を押しなびら、匹 i を押します。 

■音を消ず 

画を押しなびら、匹！]を押します。 

「 Mute 」 と表示され、画面ち下の通知領域に医]び表示されます。 

ちラー度画]]を押しなびら0を押すと、画面下部に現在の音量をおすインジケーターび表示 
され、音び出るようになります。 
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画面ち下の通知領域にある（已幻）でち調節でをます。音量調節について、詳し<はなのマニュ 
アルをご覧ください。 


り龍を調節する 

を） IT 画面で見るマニュアル J » 「000190」で検索 
「音量を調節する」 
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液晶ディスプレイの明るさを 
調節する 


キーボードで、画面の明るさを8段階に調節でさます。 


I キーボードで、明るさを調節しまず。 

調節中は、画面下部に明るさを示すインジケーターび表示されます。 


な な々ホ化がか 

祖□□日 □ 0 a a ] 施 


暗い < - * 明るい 


(イラストは状況によ0異な D ます） 

■明るぐずる 

画を押しなびら画]を押す 

■暗ぐずる 

圓を押しなびら圆を押す 

巧 oint 明るさの設定について 

-パソコンを再起動したり、ス IJ - プから復帰した D 、 AC アダプタの接続や取0外しを行った直後は、キー 
ボードで明るさを変更してち有効にな日ないことびあります。このよラな場合は、しば5く時間をおいてか 
5変更してください。 

-ご購入時は、 AC アダプタを接続してしぶ場合は明るく、バッテ U で使っている場合は少しおくなるように 
設定されています。 

-巧るさは、 AC アダプタを接続している場合と、バッテリで使っている場合とで別々に設定で去まず。 

明るさの設定については、なのマニュアルちご覧<ださい。 

液晶ディスプレイの明るさの醜について 

巧1『画面で見るマニュアル』》「日日日18日」で検索 
「液晶ディスプレイの明るさを変更ずる」 



40 @1 宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 

















ン 

の 

团 Q 因 

い 


OBB 

ワンタッチボタンを使う 


ワンタッチボタンは、パソコンの各種機能を呼び出すためのボタンです。ボタンを 
押すだけで、ソフトウェアの起動や 、 「WinDVD [ウインディーブイデイー]」の操 
作び行えます。 



ワンタッチボタンには、 「 Applicaton 」 モードと、「円 ayer 」 モードびあります。 

Mode ボタンを押すたびに 「 Application 」 モードと 「 Player 」 モードび切り替わります。 


rApplicationJ モードのとき 

Mode ボタン横の 「 Application 」 ランプび点灯します。ボタンの表示に応じてなのソフトウェア 
び起動します。 


「 Application 」 ランプ 


(1) (2) (3) (4) Mode ボタン 

(1) Support ボタン 

- Windows 起動時 

「 FMV サポートナビ」を起動し、「日 & A 」 などのサポート機能を簡単に始めることがでをます。 
.シャツ トダウン時 

Windows が起動しないとをにも、「八ードウエア診断」や「マイ U カバ U 」 などのサポート機能を 
使うことができます。 

(※休止状態やス U —プ中の場合には 「 FMV サポートナビ」び起動します。） 

詳しくは、0『トラブル解決ガイド』一 r 充実のサポート機能で安む■快適」をご覧ください。 


(2) ECO ボタン 

省電カモードにします。 

ボタンを押すごとに省電カモードと通常モードが切り替わります。 
省電カモードについては、次のマこュアルをご覧<ださい。 

省電カモ-ドについて 

を）『画面で見るマニュアル』》「日日日41日」で検索 
-「省電力機能を使ラ」 


























(3) Internet ボタン 

[Internet Explorer (インターネットエクスプ □— ラー)」を起動します。 

(4) Zoom ボタン 

拡大鏡を起動します。画面の一部を拡大して見料す<表示します。 

お使いのソフトウエアによっては、正しく動作しない場含があります。 

rPlayerJ モードのとを 

モードボタン横の 「 Player 」 ランプが点なします。 「 WinDVD 」 の操作がでさます。 


〇 






—1卜 1、 








再生/- 

ボタン 

-時停止 

送り7 
じ 

ずタン 
扫 



停止/取り出し 戻しボタン Mode ボタン 

ボタン じち] 


rPlayerJ ランプ 


ミち：前のチャプター/次のチャプターにジャンプします。 

C 5 >oint パソコンの電源び切れているとさや待機:!犬態（スリープ）のとさは 

モードボタン横のランプは点灯しませんび、ワンタッチボタンは 「Application」 モードになります。 

〇 阅就 ワンタリチボタンについて 

を） IT 画面で見るマニュアル』》「000吕10」で検索 
-「各部の名称と働さ：バソコン本体」-*「ワンタッチボタン」 
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DBBIB 因回□囚 

CD/DVD を使5 


このパソコンでは、 CD や DVD の読み出しや書き込みをしたり、音楽 CD や DVD - VIDE 日を再 
生することがでをます。 

詳し<は、次の マこュ アルを参照して<ださい。 

CD ゃ DVD で楽しむ 

を]『画面で見るマニュアル』 

一「おすずめメニュー」一 「 CD / DVD 」 



CD/DVD 























































このパソコンで使えるディスク/使えないディスク • 


使えるディスク 

このパソコンでお使いになることのでをるディスクは、なのとおりです。 



種別 

読みかたの例 

CD 

CD-ROM 

シーディー□ム 

CD-DA (音楽 CD) 

シーディーディーエー 

フォト CD 

フォトシーディー 

ビデオ CD 

ビデオシーディー 

CD-R 

シーディーアール 

CD-RW 

シーディーアールダブル 

DVD 

DVD-ROM 

ディーブイディー□ム 

DVD-VIDEO 

ディーブイディービデオ 

DVD+R 

ディーブイディープラスアール 

DVD+RW 

ディーブイディープラスアールダブル 

DVD+R DL 

ディーブイディープラスアールダブルレイヤー 

DVD-R 

ディーブイディーアール 
ディーブイディーマイナスアール 

DVD-RW 

ディーブイディーアールダブル 
ディーブイディーマイナスアールダブル 

DVD-R DL 

ディーブイディーアールデュアルレイヤー 
ディーブイディーマイナスアールデュアルレイヤー 

DVD-RAM [ミち] 

ディーブイディーラム 


ま：•ディスクは、お使いになる前にフオーマットび必要です。 

- 2.6G 巨、己. 2G 巨の DVD-RAM はお使いになれません。 

•力ート U ツジに入れた状態で使用するタイフ (Typel) の DVD-RAM は、お使いになれません。 


ディスクをフォ-マットずる 

を1『画面で見るマニュアル』》「日日日日目日」で検索 
一 「DVD-RAM を フオー マットする」 
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なの表に記載のないディスクをお使いの場合は、書さ込み/書を換え速度び化下することびあり 
ます。また、下記し义外の DVD - RW または DVD + RW をお使いの場合は、書き込みび正常に行え 
ない場合や、再生でをない場合びあります。 



乂一わ一 

方一力一型名 

CD-R 

太陽誘電 ( That ' s ) 

CDR 80 WTY 、 CDR 80 WPY 

CD-RW 

王菱化学メディア 

SW 74 QUK SW 74 EUK SW 80 QUK SW 80 EU 1 

DVD-R 

太陽誘電 （ That ' s ) 

DR -47 WTY 20 AA 、 DR -47 WPY 30 AA 、 

DR -47 VVTY 已〇巨 NT 、 DR -47 WKY 10 SN 

DVD-R DL 

王菱化学メディア 

DHR 8 已川 

DVD-RW 

日本ビクター 

VD - W 47 H 

兰菱化学 ディア 

DHW 47 R 1 

DVD-RAM 

パナソニック 

LM - HC 47 M (4.7 G 目、力ート U ツジ無） 

LM - HB 47 MA (4.7 G 目、力ート U ツジ有、取り出し巧） 
LM - HB 94 M (9.4 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧） 

日立7クセル 

DRM 47 PWC . S 1 P 已 S A (4.7 G 目、力ート U ツジ無） 

DVD+R 

王菱化学メディア 

DTR 47 J 10 

太陽誘電 （ That ' S ) 

DR +47 WTY 10 PN 

DVD+R DL 

王菱化学メディア 

DTR 8 已 m 

DVD+RW 

王菱化学メディア 

DTW 47 U 1 


巧奨ディスク2009年9月現な 

なのディスクの使用をお勧めします。 
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使えないディスク 


次のよラなディスクはお使いにならないでください。 

• 円形政外の異形ディスク（星型やカード型などの変形ディスク） 

このパソコンは円おのディスクのみお使いになれます。 

円お政外の異形ディスクをお使いになると故障する場合があります。 

異おディスクをお使いにな0故障した場合は保証の対象外となります。 

• 規格外の厚さの DVD 媒体 

DVD 規格では媒体の厚さを 1.14 mm 〜1.已 mm と規定しています。 

記録面が薄い媒体など、一部でちこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故障する場含 
びお0ます。 

規格外の DVD 媒体をお使いにな0故障した場含は保証の対象外となります。 

•傷またはヒビの入ったディスク 

傷またはヒビの入ったディスクをお使いになるとドライブ内部で破損する場合びあります。 

•力ート U ツジに入れた状態で使用するタイプの DVD-RAM ( Type 1 ) 

DVD - RAM は、カート U ツジ無しタイプ、またはカート U ツジからディスクび取り出せるタイプを 
お使いください。なお、カート U ツジに入れた状態で使用するタイプの DVD - RAM を、カートリツ 
ジから無理に取り出して使わないでください。 


このパソ〕ンで使えるディスク/使えないディスクについて 

巧 J 『画面で見るマニュアル』》「日日日日已日」で検索 
一「使えるディスクと対応ソフトウェア」 


ディスクを再生するとまのを意 


rWinDVD 」 の更新について 


このパソコンには、 DVD を再生するソフトウェア 「 WinDVD 」 び用意されています。より快 
適に DVD を視聴するために、 「 WinDVD 」 は常に最新の状態に更新してお使いください。 
「 WinDVD 」 を更新するには、ヴポートぺージ （ htt |3:// azby . fmworld . net / support /) から 
対応プログラム（随時提供）をダウン□ー ドして、インストールしてください。 

ダウンロードの方法については、「ドライバダウンロード」のページにある説明をご覧くださ 
し、。インストール手順については、アップデートプログラムに添付されている 「 Readme . txt 」 
をご覧ください。 

ディスクを酷ずるときのを意 

を IT 画面で見るマニュアル』》「000070」で検索 
-「ディスクを再生するとさのを意」 
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スクをパソコンにセツトする/取り出す 


ここでは、ディスクをパソコンにセット/取り出しをする方法について説明しています。 

モバイルマルチベイユニットの取りかしや取り付け方法については、なのマニュアルをご覧くだ 
さい。 

ディスクのセット/取り出しは、パソコンの電源び入つている状態のとをのみ可能です。 

モバイルマルチベイユニットについて 

を IT 画面で見るマニュアル J » 「000730」で検索 
一「モバイルマルチベイユニットを使5」 


ディスクをセツトする 


A ミ主意 

A - ディスクをセットまたは取り出す場をは、トレーに指などを入れないでください。 
けびの原因となることがあ0ます。 


回 ディスクをセツトずるときの注意 

ディスクに頻繁にアクセスした0、書き込み、書き換えをしたり、 DVD - VIDEO を再生したりする 
場合は、パソコンに AC アダプタを接続することをお勧奴します。 

AC アダプタを接続するち法については、「電源を入れる」 （" yp . is ) をご覧ください。 


胃0ディスク使用時の風切音について 

ディスクはデータの読み出しなどの隙に高速回転するため、使用時には振動や風切音びすることがあ 
D ます。 


パソ n ン©取り扱い 
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CD / DVD 取り出しボタンを押しまず。 



ボタン 

(これ降のイラストは機種や状況により異なります) 

トレーがかし飛び出します。 

状態表示 LED の^び点滅中でち操作び可能です。 

ムトレーを静かに引き出しまず。 



j トレーをまえなび5、ディスクをセットしまず。 


ディスクのレーベル面を上（両面タイプの DVD - RAM の場合は、データの読み取0/書を込み 
を行5面を下）にして、トレー中央のま起にディスクの巧を合わせ、パチッと音びするまでしっ 
か0とセットします。 
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m ディスクはパチッと音びずるまでしっかりとセツトしてください 


ディスクの巧を突起にきちんとはめ込まないと、ディスクびドライブ内部で外れて、読み取りびでを 
なかったり、取0出せなくなったりすることびあ0ます。また、トレーやドライブ内部およびディス 
クを破損する原因とな0ます。 


4 トレーを静かに押し込みまず。 



ディスクをセットしてから、パソコンで使えるよラになるまで、約10秒かかります。 

5 「自動再生」ウィンドウび表おされた場合は、次のどち5かの操作を 
行いまず。 

-すでに使し化いソフトウェアび起動している場合は、图をク U ックします。 

-使いたいソフトウエアび起動していない場合は、表示されている項目の一覽で使いたいソフト 
ウェアをク U ックします。 


:'-一有おち生 ^ 

、- DVD RW ドライブ （ E :) Audio CD 

スタ 

图才ーデイオ CD に巧しては哥こ巧の動かを巧う： 



を殺のオプション 

コント g - j しパネんで自巧巧ホの巧すホ篇■で I ，壬了 


使いたいソフトウエアび起動している 
場合は、ここをクリックします。 


ソフトウエアび起動していない場合は、 
表示されている項目の一覧で使いたい 
ソフトウエアをクリックします。 


(画面は状況により異なります） 



















ディスクを取り出す 


A を意 

A - ディスクをセットまたは取り出す場合は、トレーに指などを入れないでください。 
けがの原因となることびあります。 


1 ディスクを利用しているソフトウエアびあれば終了しまず。 


ム CD / DVD 取り出しボタンを押しまず。 


トレーび少し飛び出します。 

状態表示 LED の&び点滅中でち操作び可能です。 

〇 トレーを静かに引き出しまず。 


4トレーを支えなび5、ディスクを取り出しまず。 


トレー中央のま起を押さえなびら、ディスクびパソコン本体にぶつからないよラに、ディスクの 
ふちを持ち上げて<ださい。 



50 @1 宣ミ賈ミ I ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 







トレーを静かに押し込みまず。 


ディスクび取り出せなくなった場合は、なの マニ ュアルをご覧ください。 

ディスクが取り出せなくなった場合は 

を IT 画面で見るマニュアル Jl » 「0000已2」で検索 

一「ディスクをバソコンにセットする/取り出す」一「ディスクび取り出せなくなった5」 
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DB 己 
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囚 Q 因 
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メモ u —カードを使う 


ダイレクト-メモ U —ス□ットは、デジタルカメラなどに使われているメモ U — 
カードに直接データを読み書さするためのス□ットです。 

ここでは、このパソコンでお使いになれるメモ U —カードの種類や、メモ U —力一 
ドの取り扱いち法について説明しています。 

なお、 SD メモ U - 力ード、メモ U - スティックおよび xD - ピクチヤーカードを総 
称して、メモ U —カードと呼んでいます。 


メモリーカードをお使いになるラえでのご注意 • \ 


メモ U —力ードをお使いになるとをは、なの点にご注意ください。 

• メモリーステ イツ ク Du 日、メモリーステ イツ ク PRO Du 日、 miniSD 力ード、 microSD 力一 
ド、 または microSDHC 力ードをお使いの場合は、アダプターび0要にな0まず。 

必ずアダプターに差し込んでからお使いください。そのままダイレクト-メモ U —スロットに 
挿入すると、メモ U —力ードび取り出せなくなります。 

また、メモ U —カードを取り出す場合は、必ずアダプターごと取り出してください。アダプター 
だけをダイレクト-メモ U - スロットに残すと、故障の原因となります。 


メモ U —スティック Duo アダプター 



メモ IJ — ステイツク Duo 
メモ IJ — ステイツク PRO Duo 


miniSD 力ードアダプター 



miniSD 力ード 


microSD 力ードアダプター 



microSD 力ード 
microSDHC 力ード 


• メモリースティック Duo アダプターは、塗装部分が剥がれた巧態では使用しないでください。 

ダイレクト■メモ U - ス□ット内部の端子び接触し、メモ U - 力ードを認識しなかったり、故 
障の原因とな0ます。 

また、剥びれた塗装部分などにテープなどを貼って使用することちしないでください。アダプ 
ターび取り出せなくなる場合びあります。 
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• 端子が露出している miniSD カードアダプターは使用でをません。 

ダイレクト-メモ U —ス□ット内部の端テが接触し、故障の原因となります。 

min 信 D カードのアダプターは、裏面中央部から端テが露出していない製品をご利用ください。 


X (PnOQG00) 〇 fPnDQQffl 

[ □叫 n ddddo ij I 



端テが露出している 


• メモリーカードをお使いになるときの注意 

-^モ U —カードや記録されているデータの取り扱いについては、メモ U —カードや周辺機器のマ 
ニュアルをご覧ください。 

- ><モリーカードをデジタルカ ラなどで使っている場含は、お使いの機器で フオー マットしてくだ 
さい。このパソコンでフオーマットすると、デジタルカ:><ラなどでメモ U —カードが使えなくなり 
ます。デジタルカラなどでのフオーマットの方法については、お使いの機器のマニュアルをご覧 
<ださい。 


使えるメモリーカード 


ダイレクト-メモ U —ス□ットが対応しているメモ U —カードは次のとおりです。 
ただし、すべてのメモ U —力ードの動作を保証するちのではありません。 


MemdryStick C/i 1 J 

SA 澄 蛙。 

xD-Pieture Card . 

-メモ u —スティック 

-メモ U —スティック 
(メモ U —セレクト機能付） 

-メモ U — スティック Duo 

-メモ U —スティック PRO 

- ><モ11ースティック PRO Duo 

- SD メモ U —カード 

- miniSD カード 

マイク□エスディー 

- microSD カード 

エスディーエイチシー 

- SDHC 力ード 

マイク□エスディーエイチシー 

- microSDHC カード 

. ピクチヤーカード 

• xD - ピクチャーカード Type M 
シ U —ズ 

■ xD - ピクチャーカード Type H 
シリーズ 


注]: 7ジックゲート機能び必要なデータの記録/再生はでをません。 

注2: ■マルチ六ディアカード、セキュアマルチ^ディアカー问こは対応していません。 

- SDIO 力ー ドには対応していません。 

•このパソコンで使用でさる SD メモ U —カード、 min 信 D カード、および microSD カードの容量は、 
最大 2GB までです。 SDHC カードおよび microSDHC カードの容量は、最大 32G 目までです。 
•著作権保護機能 （CPRM [シーピーアールエム ]) に対応しています。 




















メモリーカードを差し込む/取り出す 



A ミ主意 

A - X モ U —カードを差し込む場含または取り出す場含は、ダイレクト-メモ U —ス□ットに指 
などを入れないで<ださい。けがの原因となることがあります。 


メモリーカードを差し込む 


1 メモリーカードをダイレクト•メモリース□ットに差し込みまず。 



※製品名のある面を上側にして、まっすぐに差し込みます。 

《SD メモ U —カード、メモリースティック、 xD - ピクチャーカード 
を同時に使巧することはでをません。 


(イラストは機種や状況により異なります) 
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Column 


r マイフォト」について 


メモ I 」ーカードをバソコンのダイレクト•メモ u — ス□ットに差し込むと、画像表示ソフトウ王ア「マ 
イフォト」び自動起動する場合びありまず。 

「マイフォト」を自動起動しないよラにするには、「マイフォト」のメニュー画面の「設定」ボタンをク 
U ックして、「このソフトを自動起動する」の「しない」の©を®にして、「適用」ボタンをク1」ック 
し、マイフォトを終了しまず。 



(画面は機種や状況によ0異なります） 

マイフォトについて、詳しくは次のマニュアルをご覧ください。 

を『画面で見るマニュアル』》「吕107己0」で検索 
一「マイフォト」 









































メモリーカードを取り出す 


1 画面ち下の通知領域にある D をクリックし、表示された fe ( A - ド 
ウェアをま全に取りがしてメディアを取り出ず）をクリックしまず。 

メモ U - 力ードによっては 、 fe (八ードウェアを安全に取り外してメディアを取り出す）び表示 
されないちのちあります。アイコンび表示されない場合には、メモ1」ーカードのマニュアルをご 
覧になり、確認してください。 

ム rnnn の取り出し」をクリックしまず。 


nnn にはお使いのメモ U —力ードの名称が表示されます。 


3 


rnnn はコンピューターか5ま全に取りがずことびできまず。」という 
メッセージび表示された5、メモリーカードをパソコンか5取り出しま 
ず。 


メモ U —カードを一度押すと、少し飛び出します。 

飛び出したメモ U —カードを引を抜をます。 

メモ U - 力ードについて、詳しくは;欠のマニュアルちご覧くださし、。 

メモリ-力-ドについて 

巧） IT 画面で見るマニュアル』》「000700」であ索 
-「メモ1」ーカードを使ラ」 
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指紋認証を使う 


} 旨級認証について 


指紋認証とは、指紋センヴーで指の指紋を読み取つて巧5認証のことです。 

指紋情報を登録しておくと、指紋センサーに指をスライドさせるだけでなのよラなことびでをま 
す。 


• Windows へ □ グオンする 

•ID (ユーヴー名）やパスワードを必要とするホームページへ□グインする 

• n スワー ドび設定されたスク U —ンセーバーを解除する 
•ユーヴーの切り替えをする 

•ス U —プや休止状態から復帰する 

ここでは、指紋認証を使えるよラにするための初期設定について説明しています。 


} 旨級センサーについての注意 


• なのよラな場合は、故障および破損の原因となることびあ D ます。 

-指紋センサー表面をひっかいたり、先のとびったちのでつついたりした場合 
-指紋センサー表面を m や硬いちので強く擦り、センサー表面にキズび入った場合 
-ミ尼などでミちれた手で指紋センサーに触れ、細かい異物などでセンサー表面にキズび入ったり、表面 
び巧れたりした場合 

-指紋センサーのセンサー部にシールを貼ったり、インクなどで塗りつぶしたりした場合 
• なのよラな場合は、指紋の読み取 D び困難になったり、認証率びほ下したりすることびあ D ま 
す。指紋センサー表面はとをどを清掃してください。 

-指紋センサー表面びほこりや巧脂などで巧れている 
-指紋センサー表面に汗などの水分び付着している 
-指紋センサー表面び結露している 

• 指紋の登録失敗や認証失敗び頻発する場合は、指紋センサー表面の清掃を行って<ださい。現 
をび改善されることびあります。 

• 指紋センサーを清掃する際には、メガネ拭をなどの乾いたやわらかい巧でセンサー表面の巧れ 
を軽く拭を取ってください。 

•指紋センサーに指を置く前に金属に手を触れるなどして、静電気を取り除いてください。静電 
気び故障の原因となる場合びあります。を期など乾燥する時期は特にご注意<ださい。 

•長期間使用することにより、センサー周辺にゴ5びたまることびありますび、先のとびったち 
ので取り除かないよラにしてください。 




} 昌紋認証をお使いになる場合の注意 


•本機能は画像に含まれる指紋の特徴をもとに照合を行ラものです。このため、お客様によって 
は指紋の特徴情報び少な<、登録びでさない場合びあります。 

• 指紋の登録には同一の指で最低3回の読み取りび必要です。異なる指で登録を行ラと、認証で 
さない場合びあります。 

•指の状態びなのよラな場合は、指紋の登録び困難になったり、認証率（正し<指をスライドさ 
せた際に指紋び認証される割合）びほ下することびあります。なお、手を洗ラ、手を H く、認 
証する指を変える、手荒れや乾いている場合はク U —ムを塗るなど、お客様の指の状態に合わ 
せて対処することで、認証時の状況び改善されることがあります。 

-お風呂上びりなどで指びふやけている場合 

-指に汗や脂び多く、指紋の間び巧まっている場合 

■手び荒れたり、指に損傷（切傷、ただれなど）を負っている場合 

■手び極端に乾燥していたり、乾燥肌の場合 

-指びおや油などで巧れている場合 

■太ったり、やせたりして指紋び変化した場合 

-磨耗して指紋び薄くなった場合 

-指紋登録時に比べ、指紋認証時の指の表面状態び極端に異なる場合 
■濡れたり、汗をかいたりしている場合 

•センサー表面び濡れていたり結露していたりすると、誤作動の原因となります。柔らかい巧で 
水分を取り除いてからご使用ください。 

• 認証率はお客様の使用状況により異なります。 

• 各指で指紋び異な0ますので、必ず登録を巧った指で認証の操作を巧って<ださい。 

• 指紋び正常に読み取れなかったとをや、一定時間内に認証されなかったとさは、警告メッセー 
ジび表示されます。 

•指紋認証技術は完全な本人認証-照合をな障するちのではありません。当社では本製品を使用 
されたこと、または使用でさなかったことによって生じるいかなる損害に関してち、一切責任 
を負いかねますのであらかじめご了承ください。 
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指をスライドをせるとまのを意 


指紋センサーに指のはら（指紋の中む部）び接触していなかったり、指を引っかけるよ5にスラ 
イドさせると指紋の読み取りびラまくいかない場合びあります。 

必ず、指のはら（指紋の中む部）び指紋センサーに接触するよラにスライドさせてください。 



レ(ラス トは機種や状況により異なります) 


[ p ^ 指紋の読み取りびうまくいかない場合 

なの点に気をつけて操作して<ださい。 

-指の第一関節より先の部分び、指紋センサー上を通過するよラにする 
-指紋の调の中むび、指紋センサーの中むを通過するよラにする 

-指紋の入力画面び表示されていることを確認し、入力び可能な状態になってか5、操作する 
- ] 秒程度で通過するくらいの速さで、違中で止めずに、指を動かす 



なお、親指など、指紋の渦の中むを合わせにくい指は、ラまく認識できないことびありまず。その際 
は、中むを通過させやすい指を登録してください。 



























指のスライドのをせ方 

指紋の登録や認証を行ラ場合は、なのよラに指をスライドさせて<ださい。認証の失敗を減らす 
ことびでをます。 

1 操作ずる指の第一関節び、指紋センサーの中央部に当たるように準備し 
まず。 

第一関節よ D 先の部分び読み取 D 範囲とな D ます。 



ム指をまっすぐ伸ばして第~関節を指紋センサーに軽く当てまず。 

手全体を手前に引くよ5にして、センサー部び完全に見えるまで水平にスライドさせます。 
指紋センサー中央 
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指紋を登録する 


認証に必要な情報を登録します。 


を oint 指紋は正しく登録してください 

指紋の登録び正常に完了してわ、指紋の読み取0び不完全なまま登録してしまラと、 Windows の□グオン時 
などの指紋認証に成功する可能性び低くなってしまいます。指紋を登録すると走は、スライドしやすい指で、 
次の条件を満たすよラに行ってください。 

-でさるだけにい範囲の指紋び読み取5れている 
-指紋の调び画像の中に含まれている 
-指紋の各方向の線びまんべんなく含まれている 



良い例 



悪い例 


1 @(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 rsoftex 」 一 r 新規ユー 
ザーの登録」の順にクリックしまず。 


ム 慨巧の Windows ユーザーの登録」をクリックしまず。 
























3 □グオンずるときと同じパスワードを入力し、じ欠へ」をクリックしま 
ず。 


r ューヴー名」び Windows にログオンするときと同じことを確認してください。 Windows の口 
グオンパスワードを設定していない場合は、 r パスワード」は空欄のままじ欠へ」をク U ックします。 



[k^ Windows の□グオンパスワードを設定していない場合 

セキュ1」ティを強くするために、 Windows の□グオンバスワードちあわせて設定することをお勧め 
します。バスワードを設定しない場合は、誰でちそのユーヴーで Windows に□グオンし、個人の文 
書や画像などのデータファイルを開いた0削除した0でさます。 

Windows の□グオンパスワードの設定方法については、次のマニュアルをご覧ください。 

Windows の□グオンバスワードの設定について 

巧『画面で見るマニュアル J »「202460」で検索 
一 「 Windows の□グオンバスワードを設定する」 


4認話で使用ずる指をイラストで選択し、「次へ」をクリックしまず。 



この画面にある「練習」ボタンをク U ックすると、指紋登録の練習をすることびでをます。 
ウインドウ左上の©、または「完了」ボタンをク U ックすると、指紋を登録する画面に戻ります。 
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5 指紋センサーに指をスライドさせ、指紋情報の取得と確認を行いまず。 

画面の表示に従って指紋の読み取りを行って < ださい。 

指紋び正常に読み取れた場合は、指紋の画像の下に表示されている数字び増加し、なの読み取0 
処理に進みます。読み取れなかった場合は、画面の上部にその理由び表示されます。 

指紋情報の取得は1本の指につを最ほ3回巧います。指紋情報の取得び成功した後に、確認のため 
にもラー度指紋センサーに指をスライドさせます。 




(イラストは機種や状況により異なります) 


巧 >oint 指紋の読み取りびラまくいかない場合 

指紋センサーに指をスライドさせるち法を確認してください。スライドの方法については、「指のスライドの 
させ方」(- > P .60) をご覧ください。 


6 r 確認は成功しました」と表おされた5、院了」をクリックしまず。 


確認がラまくいかなかった場含には、ウィンドウ左上の©をク U ックし、ちラー度指紋の読み取 
りを行ってください。 



r かなくとち吕本の指の登録び必要でず。引き続き、吕本目の指を登録 
してください。」というメッセージび表示された5、 roKj をクリック 
しまず。 


手順4 (•- > P .62) の操作に戻り、け旨目(外の指の指紋を登録してください。指先の怪我やその 
他の理由で指紋を認証でをな<なった場合に備え、登録は2本分の指紋を登録します。 


b 吕指目の指紋を登録した5、院了」をクリックしまず。 

r 操作び完了するまでお待ち < ださい」といラウインドウび表示され、ユーヴー登録び行われます。 


9 r 0 mniPass は新しし口ーザーの作成を完了しました。」というメッ 
セージび表示された5、 rOKJ をクリックしまず。 


これで指紋の登録は完了です。 

















複数ユーザーで指紋認証を巧ラ 


複数のユーヴーの指紋を登録し、簡易ユーヴー切0替え機能を有効にすると、指紋を読み取らせ 
るだけでユーヴーの切 D 替えびでをます。 

ここでは、新し<ユーヴーを作成し、指紋を登録するち法を説明しています。なお、指紋を登録 
する際に、 Windows のログオンパスワードち同時に設定でさます。 

新しいユーヴーを登録する場合は、コンピューターの管理者でログオンしている必要びあります。 


1 @(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 rsoftex 」 一 r 新規ュー 
ザーの登録」の順にクリックしまず。 


ム r 新しい Windows ユーザーの作成と登録」をクリックしまず。 
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3 新しいユーザーを作成しまず。 

新しく追加するユーヴーの名前を「ユーヴー名」に、ログオンパスワードを「パスワード」と「パ 
スワードの確認」に入力し、アカウントの種類を選んで、「なへ」をク U ックします。 



ここで入力したユーヴー名とパスワードで、新しいユーヴーび追加されます。 
r ユーヴーアカウント制御」ウィンドウび表示された場合は、「はい」をク U ックします。 

I 重凹 「アカウント」の酬につし、て 

■ 「管理者」：バソコンの設定を変更した D 、 新しいソフトウェアをインス!ルしたりでさます。 

-「標準ユーヴー」：バソコンの設定の変更や、ファイルの参照、システムの重要なファイルの削除び 
制限されます。また、ソフトウェアのインス!ルや一部のソフトウェアの使用びお限されます。 


僅お1 「パスワ-ド」の誠について 

パスワードを設定しない場合は、誰でもそのユーヴーで Windows に□グオンし、個人の文書や画像 
などのデータファイルを開いたり削除したりできます。セキュ U ティを強くするためには Windows 
の□グオンパスワードちあわせて設定することをお勧めします。 


4新しく追加したユーザー名で指紋の登録をしまず。 

r 指紋を登録する」手順4 (•> p . 己 2) に戻り、指紋の登録をしてください。 

[ M ^ 1人で、複数の Windows ユーザー名を使い分ける場合 

Windows のユーヴー名を複数使い分ける場合、同じ指を重複して登録すると、正しく認証されませ 
ん。おず指を変えて指紋を登録して<ださい。 

複数のユーヴーで指紋認証を使ラ方法については、なのマニュアルちご覧<ださい。 

Q MiH 指縮禪 をて a- ザ-を 切り曾え る 

巧] IT 画面で見るマニュアル J » 「 000810 」で検索 

-> 「指紋認証を使5」^「指紋認証を使ってユーヴーを切0替える」 


パソ nAQ 取り扱い 
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} 昌紋認証を使ラ 



指紋認註を巧って Windows にログオンする 

指紋認証を使ラと Windows ログオンパスワードを入力する代わりに、指紋センサーに指をスライ 
ドさせるだけで Windows にログオンでをるようになります。 

また、複数ユーヴーでパソコンを使巧している場合には、ユーヴー選択ち省略することびでをます。 


1電源ボタン（む）を押しまず。 


Windows が起動し、「□グオン認証」画面が表示されます。 

^指紋登録した指のいずれかを指紋センサーにスライドさせまず。 


認証画面が表示されていない場合は、「□グオン認証」画面下部のプルダウンメこューから 
「 AuthenTec 指紋ドライバ」を選択して、認証画面を表示させてください。 



認罰ツー 
ルバー 


認証ツールバーび表示されない場合は、ユーザーの 
アイコンをク U ックするか、または「ユーヴーの切 
り誓え」ボタンをク U ックして□グオン画面を切0 
誓え、認証ツールバーを表示させてください。 



(イラストは機種や状況により異なります) 


指紋の認証に成®すると、 Windows に□グオンします。 


0がが 指紋の読み取りびラまくいかない場合 

-指紋センサーに指をスライドさせる方法を確認してください。スライドのち法については、 r 指のスライド 
のさせ方」(- > P .60) をご覧ください。 

-指を繰り返しスライドしても指紋認証に失敗する場合は、 Windows の□グオンパスワードを使って□グオ 
ンしてください。 
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LAN 機能を使う 


ここでは、 LAN 機能を使うときに必要なものなどについて説明しています。 


LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合 


LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合に必要なものなどを説明します。 

ここでは、ブ□ードバンドインターネットにパソコンを接続する例を説明します。 


化要なをのを用意する 

このパソコンの他に、次のちのが必要です。 

•ブ□ードバンドモデム 

ADSL [エーディーエスエル]モデム、ケーブルモデムなど、インターネットの回線や、プ□バイ 
ダーにより異なります。 

•ルーター 

異なるネットワーク間の中継点に設置して、ネットワークの中を流れるデータををちんと目的の場所 
(パソコンやプ U ンターなど）に届けるための機器。一般的には、 LAN と外部のネットワーク（イン 
ターネット）を結ぶために使われます。 

複数台のパソコンを接続する場合は必要です。ブ□ー ドバンドモデムに搭載されている場合ちありま 
す。 

なお、1000目 ASE - T の通信を行うたがには、1000目 ASE - T に対応したものを使用してくださし、。 
•八ブ 

ネットワーク上でケーブルを中継するための機器。 

複数台のパソコンを接続する場合に必要です。ルーターに搭載されている場含ちあります。 

1000 BASE - T の通信を行うたがには、1000目 ASE - T に対応したわのを使用してください。 
• LAN ケーブル（ストレートタイプ） 

お使いになるネットワークのスピードに合ったちのが必要です。接続するネットワーク機器のマニュ 
アルをご覧になり、必要なちのをご用意ください。 

1000目 ASE - T の通信を行うたがには、エン八ンストカテコ‘ U 已（カテコ‘ U 已 E ) 1；(上の LAN ケー 
ブルを使用してください。 


LAN を巧ラための設定 

LAN をお使いになるためには、必要な機器を LAN ケーブルで接続し、ネットワークの設定を行 
います。インターネットに接続する場合は、プロバイダーより提供されるマニュアルに従って、 
機器の設定をして < ださい。 

接続、設定のち法については、なのマニュアルでち説明しています。 

欄 LAN の醜について 

を IT 画面で見るマニュアル J 》 「000100」で検索 
— 「 LAN を使ラ」 




LAN をお使いになる場合 


無線 LAN でインターネットに接続するには、無線 LAN アクセスポイントを利用する「インフラ 
ストラクチャ通信」といラ方式で通信します。 

ブロードバンドモデムに電波を送受信する無線 LAN アクセスポイントを接続し、無線 LAN アク 
セスポイントとパソコンの間を、 LAN ケーブルの代わりに電波で送受信します。 

無線 LAN 搭載機種の場合は、別途無線 LAN アダプターを購入する必要はあ0ません。 

ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覽ください。 

Q 网剖 ネットワ-クの 種類 やしくみについて 

を） IT 画面で見るマニュアル』》「415040」で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 


化要なをのを用意する 

無線 LAN を使5ためには、このパソコンの他になのちのび必要です。 

•無線 LAN アクセスポイント 

LAN ケーブルを使用する代わりに、電ミ皮を利用して情報のやり取りを行う無線 LAN では、 r 無線 LAN 
アクセスポイント」と呼ばれる機器び必要となります。 


お線 LAN を巧うための設定 

無線 LAN を使ラには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの設定び必要です。 

初めて設定する場合は、使用するネットワークの情報やデータの暗号化などを、無線 LAN アクセ 
スポイントとパソコンの両方に設定します。 

すでにネットワークで使われている無線 LAN アクセスポイントに接続する場合は、無線 LAN アク 
セスポイントと同じ設定になるように、パソコンを設定します。 

なお、無線 LAN を使ラとをは、パソコン本体前面 （•> P .8) のワイヤレススイッチを ON にして 
<ださい。 

無線 LAN を使5ための設定について、詳しくは、なのマニュアルをご覽ください。 

0『スタートガイド吕セットアップ編』 

-「インターネットの設定をする」 

Q 网就 娜 LAN の醜口ぃて 

を] f 画面で見るマニュアル』》「001000」であ索 
-「無線 LAN を使5」 

S 院の觸1 LAN 力-ドなどを使う 

を f 画面で見るマニュアル』》「001020」で検索 
-「別売の無線 LAN アダプターを使ラ」 
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Bluetooth ワイヤレステクノ〇 
ジーを便っ 


Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー搭載機種のみ 

このパソコンに搭載されている Bluetooth [ブルートゥース]ワイヤレステクノ〇 
ジーを使用して、他の Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器を接続することび 
でさます。 

ここでは、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーについて説明しています。 


Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーとは 


Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーとは、ヘッドセットや携帯電話などの周辺機器や他の 
Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー搭載のパソコンなどに、ケーブルを使わず電波で接続でをる 
技術です。 



必要なちのを用意する 


• Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器 

Bluetooth ワイヤレステクノ □ジーを利用してこのバソコンと接続する機器です。 Bluetooth ワイヤ 
レステクノ□ジー機器には巧のようなちのびあります。お使いになる目的に応じてご用意ください。 
キーボード、マウス、プリンター、ヘッドセット、携帯電話 

• Bluetooth ワイヤレステクノロジー機器のマニュアル 

お使いになる Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器によって設定ち法び異なる場合びあります。 
必ず Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器のマニュアルもご覧ください。 


Bluetooth ワイヤレステクノロジーを使うときは、パソコン本体前面(- > P .8) のワイヤレス 
スイッチを ON にしてください。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーをお使いになる場合には、なのマニュアルもご覧ください。 

Blu 加 0 th ワイヤレステクノ□ジ-につし、て 

を) IT 画面で見るマニュアル Jl » 「001110」で検索 
一 「 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを使う」 




Memo 
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第5章 

周辺拐^の設置/設定/増設 


周辺機器の使用上の注意やメモリの取り付け方法などを説明しています。目的に合 
わせてお読み < ださい。 


1周辺機器をお使いになる場含 . 1を 

2 メモ U を増やず . 74 







i 

周辺機器をお使いになる場合 

ここでは、周辺機器をお使いになる場合に知っておいていただきたいことについて 
説明します。 

A 警告 

A -周辺機器のなかには、取り付け/取り外しを行ラ隙に、パソコンや周辺機器の電源を切り、 
AC アダプタや電源コードをコンセントから抜いた状態で行わなければならない場含があり 
ます。必ず添付のマニュアルでご確認ください。感電の原因となります。 

0 - 周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正しく接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•乂災の原因となります。また、パソコンおよび周 
辺機器が故障する原因となります。 


国国因国圓 B 国国 Q 国 



周辺機器とは？ 


USB [ユーエスビー]マウス、プリンター、デジタルカメラ 、 USB メモリ、携帯オーディオプ 
レイヤーなどの装置のことです。パソコンの各種コネクタに接続したり、パソコン本体内部に取 
り付けたりすることびでさます。 


周辺機器を取り付けると 


メモリを取り付けてパソコンの処理能力を上げたり、プ U ンターを接続して印刷したりなど、パ 
ソコンでできることびさらに広びります。 

また、デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに取り込んで 、 E メールに添付したりでさます。 


周辺機器の取り扱い上の注意 


周辺機器を接続するとさは、次のことに注意してください。 

• 周辺機器によっては設定作業がが要でず 

周辺機器の中には、接続した後にドライバーのインストールなどの設定作業び必要なちのがありま 
す。周辺機器の接続は、このマニュアルと、取り付ける周辺機器のマニュアルをよ<ご覧になり正し 
く行ってください。 

• マニュアルをご覧<だをい 

ケーブル類を接続する場含は、：欠のマニュアルをご覧になり、接続時に間違いびないよラにしてくだ 
さい。 

トス颇を離ずる場合 

巧1『画面で見るマニュアル』 

-「日.周辺機器の接続」 
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誤った接続状態で使用すると、パソコンや周辺機器が故障する原因となります。 

また、 r 画面で見るマニュアル」で説明している周辺機器の接続方法は一例です。「画面で見るマニュ 
アル」とあわせて周辺機器のマニュアルち必ずご覧ください。 

•純正品をお使い<だをい 

弊社純正の周辺機器については、販売店にお問い合わせいただ<か、富±通ショッピングサイト 
「WEB MART 」（ http :// www . fujitsu - webmart . cc ) m /) をご覧ください。 

他社製品につさましては、このパソコンで正し<動作するかどラか、保証いたしかねます。他社製品 
をお使いになる場合は、製造元の一力一にお問い含わせくださいますよラお願いいたします。 

-间辺機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコンの電源を入れる前に入れるちのが一般的ですび、パソコンより媛に電源を 
入れるちのちあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

[ k ^ 周辺機器を取り付けるとさの注意 

-周辺機器を接続する場をは、コネクタの向きを確認し、まっすぐ接続してください。 

-複数の周辺機器を接続する場をは、接続と設定を1つずつ行ってください。 


周辺機器の取り付け方を調べる 


周辺機器の接続については、を『画面で見るマニュアル』で紹介しています。 
お使いになる周辺機器のマニュアルとあわせてご覽ください。 

なお、メモ U の取り付けちについ口ま、「メモ U を増やす」 （•♦ P .74) をご覧ください。 

CiWM 周辺機器の取り付けについて 

巧] f 画面で見るマニュアル J 
一「己.パソコン本体の取り扱い」 

-「6.周辺機器の接続」 


1 表示される画面の中か5接続ずる周辺機器をクリックしまず。 


例えば、デジタルビデオカメラを接続する場合は、「己.周辺機器の接続」^「デジタルビデオカ 
メラを接続する」をク U ックします。 

























辺 

回国因国圓 B 国国 Q 固 

ミ At 
巧 



メモ u を増やす 


お使いの機種によっては、メモ U 容量を増やすことで、パソコンの処理能力などを上げることび 
でをます。 


メモリの組み合わせを確認する 


田ご購入時のメモリの組み合わせ 

このパソコンには、メモ1」を取り付ける場所（ス□ット）び2つ搭載されています。ご購入時の 
メモ U の組み合ねせはなのよラになつています。 

•なの機種は、ご購入時に最大容量のメモ U び搭載されているため、メモ U 容量を増やすことは 
でをません。 


お使いの機種 

総容量 

ス□ット1 

ス□ット2 

MG/E7 己、 MG/E70 

4GB 

2GB 

2GB 

MG/E80N、MG/E7 已 N、MG/E70N (4G 目を選択） 

4GB 

2GB 

2GB 


•なの機種は、メモ U 容量を増やすことで、パソコンの処理能力などを上げることびでをます。 


お使いの機種 

総容量 

ス□ット 1 

ス□ット 2 

MG/E80N、MG/E7 已 N、MG/E70N (2GB を選択） 

2GB 

2GB 

なし 


田メモリの組み合わせ例 

メモ1」を取り付けたり交換した D する場合は、なの表のよラに組み合わせてください。それしツか 
の組み合わせにすると、パソコンび正常に動作しない場合びあります。 

なの表の★印びある組み合ねせではデュアルチヤネルとして動作します。 


総容量 

ス□ット1 

スロット2 

デュアルチャネル 

2GB 

1GB 

1GB 

★[注1 ] 

なし 

2 GB 


3 GB 

1 GB 

2 GB 

★[を1 ] 

4 GB 慮大） 

2 GB 

2 GB 

★[を 2] 


を1:合計 2 GB のデュアルチヤネルとして動作します。 
を2 :合計 4 GB のデュアルチヤネルとして動作します。 


巧が nt デュアルチャネルとは 

同じ仕様のメモ U を2枚取り付けると、 S 論上、2倍の転を速度でデータのや0と日び巧能になり性能び向上 
します。異なった容量のメモ U の組み合わせにした場合はかない容量のメモ U 分のみデュアルチャネルとして 
動作します。 
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メモリを取り付けるとさのま意 


メモ1」を取り付けるとをは、なの点にごま意ください。 

• 操作に必要な箇所しツ外には手を触れないで<ださい。故障の原因とな D ます。 

•パソコンの部品など不要な物を、パソコン本体内部に落とさないでください。故障の原因とな 
ります。 

•メモ U びラまく取り付けられないとさは、無理にメモ U を取り付けず、いったんメモ U を抜い 
てから再度メモ U を取り付け直してください。 


A 警告 

A - メモ U の取り付け•取り外しを行う場合は、必ずパソコンの電源を切り、 AC アダプタやバッ 
^ テリ、および周辺機器を取り外してください。なお、ス U —プや休止状態では、取り付け/ 
取り外しを行わないでください。感電の原因となります。 

また、データが消失したり、パソコンや X モ U び故障する原因となります。 

〇 •取り外したカバー、キャップ、ネジ、電池などの部品は、ルさなお子様の手の届かないとこ 
ろに置いてください。誤って飲み込むと窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場合は、 
すぐに医師に相談してください。 

A ミ主意 

A -メモ U の取り付け位置のすぐそばに高温になる部分があります。 

/1\ メモ U の取り付け/取りがしを行うとさは、パソコンの電源を切って、しばらくしてから 

行ってください。火傷の原因になります。 


I 重凹 メモリ取り扱い上の注意 

-メモリは、静電気に対して非常に弱い部品で構成されてお0、人体にたまった静電気により破壊さ 
れる場合びあります。メモ U を取り扱ラ前に、一度金属質のわのに手を触れて、静電気を放電して 
<ださい。 

-メモ U は何度も抜さ差ししないでください。故障の原因となります。 

-メモ U の表面の端子やに部分に触れて巧さないでください。また、メモ U に強い力をかけないよ 
ラにしてください。 

-メモ U は下図のよラにふちを両手で持ってくださし、金色の線び入っている部分（端テ）には、絶 
巧に手を触れないでください。指の油分などび付着すると、接触不良の原因とな0ます。 


この部分には手を触れないでくださし、。 



















必要なちのを用意する 



田メモリ（拡張 RAM [ラム]モジュール） 

FMVNMIGK ( IGB )、 FMVNM 2 GK に GB ) のメモ U び取り付けられます。 

田プラスのドライバ ー（ ドライバーサイズ：1番） 

このパソコンのネジを取りかすとをに使います。ネジの頭をつぶさないよラに、ネジのサイズ 
( M 2 .己）に合ったものをお使いください。他のドライバーを使ラと、ネジの頭をつぶすおそれび 
あります。 


ゾモリを取り付ける 


メモリは、パソコン本体下面のメモ U ス□ットに取り付けます。 

メモ U を取り付ける前に、「メモ U の組み合わせを確認する」 （•> P .74) と「メモ U を取り付け 
るときのま意」 （•> P .7 己）をご覧になり、作業を進めてください。 


1 パソコンの電源を切り、 AC アダプタを取りタルまず。 


電源の切りちは、「電源を切る」 （•> P .22) をご覧ください。 


ム 液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返しまず。 


液晶デイスプレイを開じる場合は、文房具などを挟まないよラにして静かに開じてください。 

^ 内獻くッテリパックを取りタルまず。 


増設用バッテ U ユニッ トを使巧している場合は、増設用バッテ U ユニッ トも取りかしてください。 
また、内蔵バッテ U の取り外しちは、 r 内献（ッテ U パックを交換する」 (•> p .30) をご覧くだ 
さい。 

Q MiH 増設用 A ‘ ッテリ a こリトを取り夕げ場合 

&陋面で見るマニュアル』》「000730」で検索 

-「モバイルマルチベイユニットを使5」一「モバイルマルチベイユニットを交換する」 
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4 メモリス□ットカバーを取りがしまず。 

ネジ （2 ヶ所）を取り外し、①メモ U カバーを斜め上のち向に持ち上げ、③取りかします。 

メモ I 」ス □ツ ト カバー 



ス□ット1(上段） ス□ット吕（下段） 

(これ U ■(降のイラストは機種や状況により異なります） 

3 メモリを取り付けまず。 

① 両手でメモ1」のふちを持って、メモ1」の欠けている部分とコネクタのま起を合わせ、斜め上か 
らしっかりと差し込みます。 

② パチンと音びするまで下に倒します。 

メモ1」を押さえている両側のツメび、をちんとはまつていることを確認してください。 



周 i 器 Q 設置/謹/増設 
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6 メモリス□ットカバ ~ を取り付けまず。 

カバーを取り付け、ネジ巧を合わせてから、ネジで固定します。 

メモ U ス □ツ ト カバー 



1内獻くッテリパックを取り付けまず。 


内献（ッテ U パックの取り付け方は、 r 内献（ッテ U パックを交換する」(- > p .3 o ) をご覧くだ 
さい。 

続いて、メモ U び正しく取り付けられたか、メモ U の容量を確認しましょう （•> P .79)。 
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メモリ容量を確認する 



1 パソコンの電源を入れまず。 


胃胃 Windows び正常に起動しない場合 

メモリび正しく取0付けられていないと、電源を入れたとさに「拡張メモ U エラー」または「メモリ 
エラーです。」といラメッセージや英語のメッセージび表示された0、画面に何わ表示されないこと 
びあります。その場合は電源ボタンを4抄上押して電源を切り、メモ U を取り付け直してくださし、。 


ム @(スタート）一「コント□-ルパネル」の順にクリックしまず。 


r コントロールパネル」ウインドウび表示されます。 

j 「システムとセキュリティ」一「システム」の順にクリックしまず。 


4表示されたメモリ容量を確認しまず。 


メモ U 容量の数値び正しくない場合は、メモ U びをちんと取り付けられているかを確認してくだ 
さい。 


コンビユーターの皇本的な宿 g の表示 
Windows Edition 

Windows 7 Home Premium 

Copyright 运2009 Microsoft Cotporatlor. All rights reserved. 
Wirwtows? の Sf しいエテイシヨンの坦扣なちの历毎 


© 



Windows ；!：クスパリ；！;シスインテリクス 


<|WGB ) 

32 卜 7t 


FU ぞ TSU 


スペレーテインクシステム 


コンピューター各，ドイインちよびつーククループの皮ち 
コンピューター名； 

フルコシピユーターる： 

コシピューターの巧巧； 

つーククループ； 


9巧定史炬 S 


メモ U 容量 


^ ウインドウのち上にちる@をクリックして、ウインドウを閉じまず。 












Memo 
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お手入れ 


パソコン本体の曰ごろのお手入れ方法について説明しています。 


1お手入れ 
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お手入れ 


お手入れ 


ここでは、このパソコンを快適にお使いいただくための、曰ごろのお手入れについ 
て説明しています。 


ノ くソコン本体および添付品のお手入れ 


A 言 口 

A -感電やけびの原因となるので、お手入れの前に、なの事項を必ず行ってください。 

^ -パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタとバッテ U —を取りがしてください。 

•プ U ンターなど、周辺機器の電源を切り、パソコン本体から取り外してください。 

0 - 清掃の隙、清掃用スプレー（可燃性物質を含むちの）を使用しないで<ださい。故障-乂災 
の原因となります。 


[ k 胃キーボー ドの キーとキーの 間のほこりを取る場合 

-ゴミは吹去飛ばして取5ないでください。キーボード内部に3ミび入り、故障の原因となる場合び 
あります。また、掃除機などを使って、キーを強い力で引っ張5ないでくださし、。 

-ほこ0などを取る場合は、柔5かいブラシなどを使って軽くほこ0を取0除いてください。その 
際、毛先び抜けやすいブラシは使用しないで<ださい。キーボード内部にブラシの毛などの異物び 
入り、故障の原因となる場合びあります。 


パソコン本体やマウスのミちれは、のや指輪等で傷を付けないよラにま意しながら、日 A ク U —こ 
ング用のク□ス和不織布などの乾いた柔らかい巧を使って軽<おさ取って<ださい。 

巧れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固<絞っておさ取って<だ 
さい。中性洗剤を使用して拭いた場合は、水に浸した布を固<絞って中性洗剤を拭さ取って<だ 
さい。また、拭を取りの際は、パソコン本体和マウスに水が入らないよラ十分に注意してくださ 
い。なお、シンナー和ベンジンなど揮発性の強いちの和、化学ぞラさん、清掃用スプレー（可燃 
性物質を含むちの）は鮑対に使わないで <ださい。 

マウスのお手入れの際は、マウスをパソコンから取り外して<ださい。 

(5 >oint キートップび外れてしまった場合 

次のマニュアルをご覧くださし、。 

を f 画面で見るマニュアル』》「000吕10」で検索 

一「各部の名称と働さ：バソコン本体」--「キーボード」一「キートップび外れてしまった場合について」 
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} が晶デイスプレイのお手入れ 


液晶ディスプレイの巧れは、乾いた柔らかい布かメガネおさで軽<おさ取って<ださい。水和中 
性洗剤を使用して拭かないで<ださい。 

Ffta 液晶ディスプレイのお手入れを行ラ場合の注意 

-ミ夜晶ディスプレイの表面を固いわのでこすったり、強く押しつけたりしないでください。液晶ディ 
スプレイが破損するおそれびあ0ます。 

-ミ夜晶ディスプレイの背面を手で支えて<ださい。パソコンび倒れるおそれびあ0ます。 

-市販のク U —ナーや化学ぞラ走んを使ラと、成分によっては、画面の表面のコーティングを傷める 
おそれびあ0ます。次のちのは、使わないで< ださし、。 

-アルカリ性成分を含んだわの 
-界面活性剤を含んだわの 
-アルコール成分を含んだをの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いちの 
-研磨剤を含むわの 


アルカ U 性成分を含んだわの 
シン ナー 


柔らかい布 


、 ベンジン 
;先剤 アルコール 


化学ぞラさん 




Cd / dvd ドライブのお手入れ 


市販のク U —ニングディスクやレンズク U —ナーを使うと、逆にコ’ミを集めてしまい、 CD/DVD ドラ 
イブのレンズがミちれてしまラ場合びあります。故障の原因になりますので絶対に使わないでください。 
ラまく読み取れない場合には、ディスクの指紋、ほこりなどのミちれをおさ取ることで改善されることが 
あります。拭き取り方法はディスクの種類により異なります。詳しくはディスクの説明書/レーベルな 
どをご覧ください。 


ぉ手人れ 
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空冷用通風路のお手入れ 


このパソコンは、性能を維持するために放熱用のフアンを内蔵しています。放熱用フアンは、パ 
ソコンの外と内の間に空気の流れを作ってパソコン内部を;令却しているため、ご利用の環境に 
よってはパソコン内部に周囲のほこりを取り込んでしまラことびあります。このほこりび徐々に 
蓄積していくと、パソコンび本来の性能を発揮でさなくなる場合びあ D ます。 

このパソコンでは、「お手入れナビ」というソフトウェアにより、パソコン内部の温度やパソコン 
の総利用時間をチェックすることによって、お手入れの時期をお知らせします。 
r パソコンの空;令用通風路にほこりび詰まっている可能性びあります。」というメッセージび表示 
された場合、この後の手順に従って正しく清掃を巧い、ほこりを取り除いてください。 



(5 >oint メッセージの表示設定を変更ずることびでさまず 

つぎの手順で、定期的にメッセージび表示されるよラに設定することわでをます。 

@ (スタート）一「すべてのプ□グラム」一「お手入れナビ」一「お手入れナビの設定」の順にクリックします。 
「お手入れナビの設定」ウインドウび表示されますので、ウィンドウの説明に従って操作して<ださし、。 


84 ►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 










[固 巧分に換気してください 

清掃時には、ほこりなどを□や鼻か5吸い込まないよラに、窓を開けたり、換気扇を回したりするな 
どして、巧分に換気してください。 


iEa 静電気を放電してください 

パソコン内部は、静電気に対して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気によって 
破壊される場合びあります。 

パソコン内部のお手入れをする前に、一度金属質のわのに手を触れて、静電気を放電して<ださし、。 


國 

. ホさ 


次のことにもご注意ください 


就剤は使用しないで < ださい。 

• 清掃時に破損した場合、保証期間にかかわ5ず修理は有償となりまず。取り扱いについては、充分 
ごを意ください。 

-ほこ0を取0除く隙は、プラスチック製の楊子や歯間ブラシなどをお使いください。金属などの硬 
いちのや、木製の巧れやすいちのなどを使ラと故障の原因となりまず。 


I パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取りがしまず。 

電源の切りちは、「電源を切る」 (•>P.22) をご覧ください。 

^液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返しまず。 


液晶ディスプレイを閉じる場合は、文房具などを挟まないよラにして静かに開じてください。 

ダストキヤツチヤーを取りがしまず。 


ッ>< を矢印のち向に押しながら、ダストキャッチヤーを取り外します。 


ダストキヤツチヤー 





4 ダストキヤッチヤーと空;ち用通風路を清掃しまず。 


ダストキャッチヤーと空;令用通風路のほこりを取り除いてください。 



^ ダストキャッチヤーを取り付けまず。 


ダストキヤツチヤーをツメのなし M 則から差し込み、カチッと音びするまでしつかりはめこみます。 



8白 宣ミ貢 1 1 〇零鸟兰要王►このマニュアルの巻頭でご案内しています。 





第5章 

仕様-覧 


パソコン本体の仕様を記載しています。 

製品名称（品名）は、個包箱に貼り付け5れている保証書でご確認<ださい。 


1バソコン本体の仕様 . 88 

吕その他の仕様 . 103 


なの表は各機種ごとの特徴を示しています。詳しい仕様については、なページからの仕様一 
覧をご覧ください。 


製品名称（品名） 

USB レーザー マウス 

無線 LAN 

Bluetooth 

モデム 

M 白 /E80N 

A 

〇 

A 

〇 

MG/E7 已 

X 

〇 

〇 

〇 

MG/E7 已 N 

A 

〇 

A 

〇 

MG/E70 

X 

〇 

X 

〇 

MG/E70N 

A 

〇 

X 

〇 


〇 :添付または搭載 、 A :機能を逞巧した場合に添付または搭載、 X :非添付または非搭載 




















仕約一 


パソコン本体の仕様 


製品を称 

FMV-BIBLO MG/E80N 

イジテル ⑥ CoreTMg Duo プ□七ツヴー 

P 8700 を選巧した場合 

インテル® Core™2 Duo プ□セツヴー 

P 9600 を選巧した場合 

CPU ミ主 ！* 

インテル® Co「e™2 Duo 
フロセツサー P8700 
(インテル⑥ Cent「ino®2 フ□セツサー • 
テクノ □ジー搭載） 

インテル® Co「eTM2 Duo 
プ□セツサー P 9600 
(インテル⑤ Cent「im®2 プ□セツヴー- 
テクノ □ジー搭載） 



2.已 3GHz 

2.66GHz 


キャッシュ六モ U 

2;欠： 3M 巨に PU 内蔵） 

2な： 6MB (CPU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル® PM4 巳 Express チップセット 

システム-バス 

1066MHz 

メイン^モ|」女 

mm 2GB (2GB X 1)/ 標準 4 G 巨 (2 GB x 2) 

〔PC3-8 已〇〇 DDRS SDRAM SO-DIMM) ECC なしデュア J レチャネ J レ对応、 

最大4白 B 注2を3 

拡張メモ U ス□ット ★ 

X吕（空をス□ットX1/なし） 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

Chrome 430 ULP 

ビデオ^モ IJ 

2 已 61\/1 巨 （ AcceleRAM®)3 6 

液晶ディスプレイ注7女 

LE □バックライト付高輝度-低反射14.1型ワイド TFT カラー1280 X80 日ドット 
(スーパーファイン液晶）/ 

LED バックライト付高輝度]4.1型ワイド TFT カラー ] 280 X 800ドット 
(ノングレア液晶） 

お像度/発色巧 a 8 

液晶ディスプレイ表お：1280 X 800ドット/1677万色 
外部ディスプレイ表示：最大1日20 X 120〇ドット/最大]巨77万色 

A — ドディスクドライブま 9 

★ 

約1巨 0 G 巨/約320白己/約巳00白巨 
(Serial ATA/150 已400回乾/分） 

または約 ]28G 巨フラッシュメモ U ディスク/約2已巨 G 巨フラッシュメモ U ディスク; iID 

CD/DVD ド'ライプ 
(ホ P.103) 

スーパーマルチドライブ 

才 

1 

才 

機 

能 

オーディオコント□—ラ 

チップセット巧蔵+ High Definition 冉 udio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大1目 2kHz、 24ビット（再生時）ま 11 、 
サンプリング周波数最大 96kHz、 16ビット健奉音時）を 11 、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

0S 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

曰本語キーボード 

(キーピッチ約]日 mm、 キースト□-ク約 3mm、 8己キー、 J 侶配列準拠） 

ポインティングデバイス 

フラットポイン h 
(ジェスチャー機能対応） 

ご購入時の選択によっては、 US 目マウス（レーザー式）び添付されます。 

指紋センサー 

スライド式/スク□ール磯能あり 

ワンタッチボタン 

Support ボタン、 ECO ボタン、 Internet ボタン、 Zoom ボタン搭載 
(CD/DVD 操作兼用、モード切り替えボタン付） 


インターネットの實±通ショッピングサイト 「WEB MART」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したをのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 

注記については、「仕様一覧の注記について」 (.>P.101) をご覧<ださい。 


88 I D 零鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 






































製品を抑 

FMV-BIBLO MG/E80N 

インテル® CoreTMa Du 日プ□セッサーインテル® CoreTMa Duo プロセッサー 
P 8700 を 選 巧した 場合 P 9600 を 選 巧した 場合 

通 

信 

機 

能 

モデム 

最大已日 kbps {子一勺、 V .92 規格準拠）ミちに 

LAN 

1000巨 ASE - T /] 0日巨冉 SE - TX /1 0己 ASE-T 準拠 

無線 LAN 
を 13 

規格 

IEEE 802 .1] a 準拠 、 IEEE 802 . 1 ]b 準拠 、 IEEE 802 . 11 g 準拠、 

IEEE 802.1 In ド'ラフト 2.0 準拠、 

(己 GHz 帯チャンネル： W 巳 2/ W 巳 3/ W 已 6) ( Wi - Fi ® 準拠）ミち ^ 

内蔵 

アンテナ 

ダイバーシティ方式315 

Bluetooth ワイヤレス 
テクノロジーが 

なし/ Bluetooth Specification Ver .2. 1 +EDR 

斗 

ン 

夕 

1 

フ 

卫 

1 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 準拠 Type I / □ x ] ス□ットに ard 巨 us 巧応） 

SD メモ U — カード/ 
><モ|」ースティック/ 
xD - ピクチヤーカード;王16 

1 ス□ット（メモ U - スティック PRO 対応） 

外部ディスプレイ/ 

ビデオ出力 

アナ□グ RGB ミニ D - SU 日]日ピン X ] 

USB を17 

US 巨2.0準拠 X 3 (ち側面 X 3) 

IEEE 13日4 ( DV ) ミち18 

4ピン X 1 ( S 4 曰曰） 

モデム 

RJ -1 1 X 1 

LAN 

RJ -4 己 X 1 

オーディオ 

へッドホン-ラインアウト兼用端子を19 : ¢3.己 mm ステレオ-ミニジャック/ 
マイク. ラインイン兼巧端テまピ0 :ゆ3.已 mm ステレオ-ミニジャック 

状態表示 

LED 

モバイルマルチベイ321 

XI (専用コネクタ） 

電源供給方式 

冉 C アダプタ 

入力 AC 100 V 〜240 V 、 出力 DC ]9\/ (4.22 冉） 

バッテ1」 

内蔵バッテリパック： U チウムイオン、10.8 V /已800 mAh 、 

増設バッテ U パック（別売）： U チウムイオン、 lO.SV / 2己00 mAh 

バッテ U 
稼働時間 
(J 曰 TA 測定ま 
1.0) 

内蔵バッテ U 
パック 

パソコンに添付されている r お使いになるラえでの注意事項』をご覧ください 

内蔵バッテ U 
パック+ 

増設用バッテ U 

バッテ U 
充電時間 

内蔵バッテ U 
パック 

内蔵バッテ U 
パック+ 

増設用バッテ U 

消費電力 

(標準時/最大時/ス U —プ時） 

省エネまに基づく 
エネルギー消費効率 
(省エネ基準達成率） 

(2007 年度基準） 

外形寸法（幅 X 奥行 X 高さ） 

(突起部含まず） 

316.0 X 23已 .0 X 24.3 〜34.0 mm 

質 

量 

スーパーマルチドライプ 
非装着時 

約1 .68 k 宮 

スーパーマルチドライプ 
装着時 

約1 .79 k 宮 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覧の注記について」 (•> P .101) をご覧ください。 


仕様- 


89 



製品ち抑 

FMV-BIBLO MG/E80N 

イジテル⑥ご〇〜て ^ 呂 Duo プ□セ ッサーインテル ⑥ CoreTMg Duo プ□七 ッヴー 

P 8700 を選巧した場合 P 9600 を選巧した場さ 

盗難防止用□ック取り付け巧 

あ0 

温湿度条件 

温度已〜3已で/湿度2曰〜 80 %RH (動作時）、 

温度一] 〇〜6び C / 湿度20〜8日 o/oRH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とち結露しないこと） 

プレインストール OS 

Windows 7 Home Premium 32ビット正規版 （DirectX ] 0対応） 

サポート OS 

Windows 7 Ultimate 32ビット正規版、 

Windows 7 Professional 32ビット正規版、 

Windows 7 Home Premium 32ビット正規版 


インターネットの實±通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 

注記については、「仕様一覧の注記について」 (->9.101) をご覧<ださい。 


90 ^15互貴度| D 零鸟5要王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 










聲品名抑 

FMV-BIBLO MG/E75 

CPU 注1 

インテル® CoreTM 2 Duo フ□セッサー P 8700 
(インテル⑥ Centi 1 no ®2 フ□セッサー.テクノ □ジー搭載） 



2.53 GHz 


キャッシュ;>(モ1」 

2;欠： 3 MB に PU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル® GM 4 已 Express チップセット 

システム-バス 

1066 MHz 

メインメモリ 

mm 4 GB (2 GB X 2) 

( PC 3-8 已〇曰 DDRS SDRAM SO - DIMM ) ECC なしデュア J レチヤネ J レ巧応、 

最大 4 G 己を2を3 

拡張メモ U ス□ット 

X 2 (空きス□ットなし） 

表 

お 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

チップセットに内蔵 

ビデオメモ IJ 

最大12881\/1巨（メイン；><モ|」と共有）ミち4 

液晶ディスプレイ a 7 

LED バックライト付高輝度-ほ反射]4.1型ワイド TFT カラー ] 28日 X 800ドット 
(スーパーファイン液晶） 

曲像度/発色巧38 

液晶ディスプレイ表示：1280 X 800ドット/] 677万色 
外部ディスプレイ表示；最大1日20 X 12日日ドット/最大] 677万色 

A —ドディスクドライプ39 

約32 0 G 巨 (Serial AT A / 150已400回転/分）ミち… 

CD / DVD ド'ライプ 
(••► P .1 曰 3) 

スーパーマルチドライブ 

才 

丄' 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント□—ラ 

チップセット内蔵十 High Definition Audio コー デック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大]日 2 kHz 、 24ビット（再生時）を11、 

サンプ U ング周波数最大日 6 kHz 、 16ビット（録音時）注11、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

曰本語キーボード 

(キーピッチ約] 9 mm 、 キースト□ーク約 3 mm 、 86キー、 J に配列準拠） 

ポインティングデバイス 

フラットポイント 
(ジェスチわ一機能対応） 

指紋センサー 

スライド式/スク□ール機能あり 

ワンタッチボタン 

S 叩 port ボタン、 ECO ボタン、 Internet ボタン、 Zoom ボタン搭載 
( CD / DVD 操作兼用、モード切り曽えボタン付） 

通 

信 

機 

能 

モデム 

最大已 6 kbps (データ、 V .92 規格準拠）まに 

LAN 

1曰00己 ASE - T /1 00巨 ASE - TX /1 〇巨冉 SE-T 準拠 

無線 LAN 
を 13 

規格 

IEEE 802.1] b 準拠 、 IEEE 802 .1 1邑準拠 、 IEEE 802.1 In ド'ラフ!-2.0準拠、 
( Wi - Fi ® 準拠）ミち14 

内蔵 

アンテナ 

ダイバーシティ方式 i ま15 

Bluetooth ワイヤレス 
テクノ□ジー 

Bluetooth Specification \/ er .2. 1 +EDR 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
を記については、「仕様一覧の注記について」 (•> P .101) をご覧ください。 


仕様- 
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製品ち祝 

FMV- 团 BLO MG/E75 

イ 

ン 

夕 

フ 

て 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 準拠 Type I / H x 1 ス□ットに ar 服 us 対応） 

SD メモ IJ ーカード/ 

メモ IJ ースティック/ 
xD - ピクチャーカード ais 

1 ス□ット（方モ U - スティック PRO 对応） 

外部ディスプレイ/ 

ビデオ出力 

アナ□グ RGB ミニ D - SUB 15ピン X 1 

USB を17 

USB 2.0 準拠 X 3 (ち側面 X 3) 

IEEE 13目4 ( DV ) を18 

4ピン X ] CS 400) 

モデム 

RJ -1 1 X 1 

LAN 

RJ -4 已 X ] 

オーディオ 

へッドホン-ラインアウト兼用端 テ 法19 ;ゆ3.巳 mm ステレオ- ミニ ジャック/ 
マイク-ラインイン兼用端子まビ D : ¢3.已 mm ステレオ- ミニ ジャック 

状態表示 

LED 

モバイルマルチベイ3の 

X 1 

電源な給方式 

AC アダプタ 

入力冉 C 100 V 〜240 V 、出力 DC 1 日 V (4.22 A ) 

バッテ U 

内蔵バッテリパック：リチウムイオン、 10.8 V /日扫日日 mAh 、 

増設バッテ1」パック（別売）： U チウムイオン、10.8 V /2 已〇 Om 冉 h 

バッテ U 
穗働時間 
( J 曰 TA 測定法 
1.0) 

内蔵バッテ U 
パック 

パソコンに添付されている『お使いになるラえでの注意事項』をご覧ください 

内蔵バッテ U 
パック+ 

増設用バッテ U 

パッテ U 
充電時間 

内蔵バッテ U 
パック 

内蔵バッテ U 
パック+ 

増設用バッテリ 

消費電力 

(標準時/最大時/ス1」ープ時） 

省エネ法に基づ< 

エネルギー消費効率 
(省エネ基準達成率） 

(20 曰7年度基準） 

外形寸法（幅 X 奥行 X 高さ） 

(突起部含まず） 

316.0 X 23已 .0 X 吕 4.3 〜34.0 mm 

質 

量 

スーパーマルチドライプ 
が装着時 

約 1.68 kg 

スーパーマルチドライプ 
装着時 

約 1.79 kg 

盗難防止用□ック取り付け巧 

ぁ0 

温湿度条件 

温度巳〜3已て:/湿度20〜 80 %RH (動作時）、 

温度一10〜60む/湿度20〜 80 %RH (非動作時） 

〔ただし、動作時、非動作時とを結露しないこと） 

プレインス1ル 0 S 

Windows 7 Home Premium 32ビット正規版 (DirectX 10対応） 

サポート 0 S 

Windows 7 Ultimate 32ビット正規版、 

Windows 7 Professional 32ビット正規版、 

Windows 7 Home Premium 32ビット正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 
を記については、「仕様一覧の注記について」 (•> P .101) をご覧ください。 


92 I D 零鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 

































聲品を抑 

FMV-BIBLO MG/E70 

1 迁1 

インテル® Co 「 e "™2 Duo プ□セッサー P 8700 



2.53 GHz 


キゎッシユ;>(モ1」 

2次： 3 MB (CPU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル®白 M 4 己 Express チップセット 

システム-バス 

1066 MHz 

メインメモリ 

標準 4 GB に GB X 2) 

( PC 3-8 己00 DDR 3 SDRAM S 0- DIMM ) ECC なしデュア J レチャネ J レ対応、 

最大 4 G 己を2注3 

拡張メモ U ス□ット 

X 2 (空をス□ットなし） 

表 

お 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

チップセットに巧蔵 

ビデオメモ U 

最大に 88 M 目（メインメモ U と共有）を4 

液晶ディスプレイ a 7 

高輝度-低反射] 3.3 型ワイド TFT カラー1280 X 800ドット 
(スーパーフアイン液晶） 

瞄像度/発色巧38 

液晶ディスプレイ表示：1280 X 800ドット/1677万色 
外部ディスプレイ表示：最大1目20 X ] 200ドット/最大] 677万色 

A - ドディスクドライプ i ち9 

約32 0 G 巨 （Serial ATA /1 曰0已400回転/分）を… 

CD / DVD ド'ライプ 
(••► P .1 曰 3) 

スーパーマルチドライブ 

才 

丄' 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント□—ラ 

チップセット巧蔵十 High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大1 92 l < Hz 、 24ビット（再を時）ま' 1 、 
サンプリング周波数最大 96 kHz 、 16ビット（録音時）ま11、 

同時録音再生機能 

K / IIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

曰本語キーボード 

(キーピッチ約]吕 mm 、 キースト□ーク約 3 mm 、 86キー、 J 侶配列準拠） 

ポインティングデバイス 

フラットポイント 
(ジェスチャー機能対応） 

指紋センサー 

スライド式/スク□ール機能あり 

ワンタッチボタン 

Support ボタン、 ECO ボタン、 Internet ボタン、 Zoom ボタン搭載 
( CD / DVD 操作兼用、モード切り替えボタン付） 

通 

信 

機 

能 

モデム 

最大已 Skbps (データ、 V . 目2お巧準拠）まに 

LAN 

1000巨 ASE - T /1 00巨 ASE - TX /] 0 BASE-T 準拠 

無線 LAN 
を 13 

規格 

IEEE 802 .1 lb 準拠 、 IEEE 802 .1 Ig 準拠、 

IEEE 802.1 In ドラフト 2 .日準拠、 （ Wi - Fi ⑥準拠）を^ 

内蔵 

アンテナ 

ダイバーシティ方式ミち 1 已 

Bluetooth ワイヤレス 
テクノ□ジー 

- 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
を記については、「仕様一農の注記について」 (.> P .101) をご覧ください。 


仕様- 
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製品ちが 

FMV - 团 BLO MG / E 70 

斗 

ン 

夕 

1 

フ 

卫 

1 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 準拠 Type I / 口 x ] ス□ットに ardBus 対応） 

SD メモ IJ ーカード/ 

六モ U — スティック/ 
xD - ピクチャーカードを1邑 

1ス□ット〔方モリースティック PRO 巧応） 

外部ディスプレイ/ 

ビデオ 出力 

アナ□グ RGB ミニ D - SUB 15ピン X ] 

USB ま1フ 

USB 2 .日準拠X 3 (ち側面 X 3) 

IEEE 13日4 CDV ) ま18 

4ピン X ] CS 400) 

モデム 

RJ -1 1 X 1 

LAN 

RJ -4 已 X 1 

オーディオ 

へッドホン-ラインアウト兼用 端デを 13 : ゆ3.巳 mm ステレオ- ミニ ジャック/ 
マイク-ラインイン兼用端子 3 2° : ¢3.已 mm ステレオ- ミニ ジャック 

状態表示 

LED 

モパイルマルチベイ i ま 21 

X 1 

電源お給方式 

AC アダプタ 

入力冉 C 100 V 〜240 V 、出力 DC 1 日 V (4.22 A ) 

バッテリ 

内蔵バッテリパック：リチウムイオン、10.8 V /日8日日 mAh 、 

増設バッテ U パック（別売）： U チウムイオン、10.8 V /2300 mAh 

バッテ U 
穗働時間 
( J 曰 TA 測定法 
1.0) 

内蔵バッテリ 
パック 

パソコンに添付されている『お使いになるラえでの注意事項』をご覧ください 

内蔵バッテ U 
パック+ 

増設用バッテ U 

バッテ U 
充電時間 

内蔵バッテ U 
パック 

内蔵バッテ U 
パック+ 

増設用バッテ U 

消費電力 

(標準時/最大時/ス IJ ープ時） 

省エネ法に基づく 
エネルギー消費効率 
(省エネ基準達成率） 

(2007 年度基準） 

外形寸法（幅 X 奥行 X 高さ） 

(突起部含まず） 

314.0 X 234.0 X 26.4 〜 34.9 mm 

質 

量 

スーパーマルチドライプ 

臭民去?; 7s 口づ" 

約] .8 日 kg 

スーパーマルチドライプ 
^7 目時 

約] .97 k 呂 

盗難防止用□ック取り付け巧 

ぁ 0 

温湿度条件 

温度已〜3巳む/湿度20〜 80 %RH (動作時）、 

温度一10〜 巨 日む/湿度20〜 80 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とを結露しないこと） 

プレインス1-ール 0 S 

Windows 7 Home Premium 32ビット正規版 （BirectX ] 日対応） 

サポート 0 S 

Windows 7 Ultimate 32ビット正規版、 

Windows 7 Professional 32ビット正規版、 

Windows 7 Home Premium 32ビット正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 
ま記については、「仕様一覧のを記について」 (•>P.101) をご覧<ださい。 


94 I D 零鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 































製品ち巧 

FMV-BIBLO MG / E 75 N 

インテル ⑥ CoreTMg Duo プ□七ツサー 

P 8700 を 選 巧した 場 さ 

インテル® Core ™2 Duo プロセッサー 

P 9600 を 選 巧した 場 さ 

CPU を1女を2己 

インテル® Co 「 e ™2 Duo 
プ□セツヴー P 870曰 

インテル® Co 「 e ™2 Duo 
プ□セッサー P 日600 



2.53 GHz 

2.66 白 Hz 


キャッシュメモ U 

2次： 3 MB に PU 内蔵） 

2次： 6 MB に PU 巧蔵） 

チップセット 

モバイルインテル®白 M 4 己 Express チップセット 

システム-バス 

1066 MHz 

メインメモリが 

標準 2 G 巨 （2 GB X 1 ) /標準 4 G 巨 （2 G 巨 X 2) 

CPC 3-8500 DDR 3 SDRAM S 0- DIMM ) ECC なしデュアルチャネル対応、 

最大 4 G 巨を2ま3 

拡張メモ U ス□ット ★ 

X 2 (空をス□ット X ] /なし） 

表 

示 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

チップセットに内蔵 

ビデオメモ U 

標準メモリ2白日の場を：最大77目 MB (メイン；><モ|」と共有）を4;ま已、 

標準メモリ 4 G 日の場合：最大12881\/1日（メインメモ U と共有）ミち4 

あ晶ディスプレイ a 7 + 

LED バックライト付高輝度-低反射 14.1 型ワイド TFT カラー1280 X 800 ドット 
(スーパーフアインあ晶）/ 

LED バックライト付高輝度]4.1型ワイド TFT カラー ] 280 X 800ドット 
(ノングレア液晶） 

が像度/発色致38 

液晶ディスプレイ表示：1280 X 800ドット/1677万色 
外部ディスプレイ表示：最大 ] 目2日 X 1200ドット/最大1677万色 

A — ドディスクドライプ注9 

★ 

約160白己 /約 320 G 巨/約巳0 0 G 巨 
(Serial ATA /150 己400回乾/分） 

または約 ]28 G 目フラッシュメモリディスク/約2已巨6己フラッシュ；><モリディスクま1° 

CD / DVD ドライプ 
(••► P .103) 

スーパーマルチドライブ 

才 

丄 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント□ーラ 

チップセット内蔵+ High Definition 冉 udio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大1 92 kHz 、 24ビット（再生時）$11、 

ヴンプ1」ング周波数最大9已 kHz 、 1已ビット（録音時）ま11、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

曰本語キーボード 

(キーピッチ約]日 mm 、 キースト□-ク約 3 mm 、 8日キー、 JIS 配列準拠） 

ポインティングデバイス 

フラットポイント 
(ジェスチャー機能対応） 

ご購入時の選択によっては、 US 目マウス（レーザー式）び添付されます。 

指紋センサー 

スライド式/スク□ール機能あり 

ワンタッチボタン 

Support ボタン、 ECO ボタン、 Internet ボタン、 Zoom ボタン搭載 
( CD / DVD 操作兼用、モード切り替えボタン付） 

通 

信 

機 

能 

モデム 

最大已巨 kbps (データ、 V .92 規格準拠）まに 

LAN 

1000巨 ASE - T /1 00 BASE - TX /] 0 BASE-T 準拠 

無線 LAN 
;ま13女 

規格 

IEEE 802 .1 lb 準拠 、 IEEE 802 .1 Ig 華拠 、 IEEE 802.1 In ドラフに曰準拠、 
( Wi - Fi ® 準拠）お 4 / 

IEEE 802.1 la 準拠 、 IEEE 802.1 lb 準拠 、 IEEE 802.1 Ig 準拠、 

IEEE 802.1 In ドラフト2.0準拠、 

(巳 GHz 帯チャンネル： W 已 2/ W 己 3/ W 己 6) ( Wi - Fi ® 準拠）ミち^ 

内蔵 

アンテナ 

ダイパーシティ方式315 

Bluetooth ワイヤレス 
テクノロジーが 

す去 し/ Bluetooth Specification Ver .2. 1 +EDR 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覧の注記について」(- > P .101) をご覧ください。 



製品ち妳 

FMV-BIBLO MG/E75N 

インテル ⑥ CoreTMg Duo プ□セ ッサー インテル ⑥ CoreTMg Duo プ□七 ッサー 

P 8700 を選巧した場合 P 9600 を選巧した場合 

ィ 

ン 

夕 

フ 

卫 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 華拠 Type I / 口 x 1ス □ット に ard 巨 us 対応） 

SD メモ U — カード/ 

メモ U — スティック/ 
xD - ピクチャーカードを 16 

1ス□ット（メモリースティック PR 日対応） 

外部ディスプレイ/ 

ビデオ出力 

アナ□グ RGB ミニ D - SUB 15ピン X 1 

USB 317 

USB 2.0 準拠 X 3 (ち側面 X 3) 

IEEE 1394 CDV ) を18 

4ピン X ] CS 400) 

モデム 

RJ-1 1 X 1 

LAN 

RJ -4 已 X ] 

オーディオ 

へッドホン-ラインアウト兼巧端子を19 :ゆ3.己 mm ステレオ-ミニジャック/ 
マイク.ラインイン兼用端子;王2日：の3.已 mm ステレオ-ミニジャック 

状態表示 

LED 

モバイルマルチベイ® 21 

X 1 

電源巧給方式 

冉 C アダプタ 

入力冉 C 100 V 〜24曰 V 、出力 DC 19 V (4.22 A ) 

バッテ1」 

内蔵バッテ1」パック： U チウムイオン、 10.8 V / 已800 mAh 、 

増設バッテ U パック（別売）：1」チウムイオン、10.8 V /2 已〇 OmAh 

バッテ U 
穗働時間 
( J 曰 TA 測定法 
1.0) 

内蔵バッテ U 
パック 

内蔵バッテ U 
パック+ 

増設用バッテ U 

パソコンに添付されている『お使いになるラえでの注意事項』をご覧ください 

バッテ U 
充電時間 

内蔵バッテ U 
パック 

内蔵バッテ U 
パック+ 

増設用バッテ U 

消費電力 

(標準時/最大時/ス U —プ時） 

省エネ法に基づ< 

エネルギー消費効率 
(省エネ基準達成率） 

(2007 年度基準） 

外形寸法（幅 X 奥行 X 高さ） 

(突起部含まず） 

316.0 X 235.0 X 24.3 〜 34.0 mm 

質 

量 

スーパーマルチドライブ 
非装着時 

約].目 8 k 呂 

スーパーマルチドライプ 
ぁ旧埼 

約] .79 k 呂 

盗難防止用□ック取り付け巧 

ぁ D 

温湿度条件 

温度日〜3巳む/湿度20〜 80 %RH (動作時）、 

湿度一10〜60む/湿度20〜 80 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とを結露しないこと） 

プレインストール 0 SA 

Windows 7 Home Premium 32ビット正規版 (DirectX 10対応）/ 
Windows 7 Professional 32ビット正規版 (DirectX 10対応）ま茲 


インターネットの實±通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 

ミ主記については、「仕様一覧のを記について」 (•> P .101) をご覧<ださい。 


96 I D 零鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 
































製品を抑 

FMV ■ 己 IBLO MG/E75N 

インテル ® CoreTMa Duo プ □セッサーインテル ⑥ CoreTMa Duo プ □七ッサー 

P 8700 を選巧した場合 P 9600 を選巧した場合 

サ ポー ト 0 S ★ 

Windows 7 Ultimate 32ビット正規版、 

Windows 7 Professional 32ビット正規版、 

Windows 7 Home Premium 32ビット正規版 
(Windows 7 Home Premium 32ビット正規版を選択した場合')/ 
Windows 7 Ultimate 32ビット正規版、 

Windows 7 Professional 32ビット正規版 

Windows XP Professional 正規版ま 2 4 
(Windows 7 Professional 32ビット正規版を選択した場含） 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

ま記については、「仕様一覧の注記について」 (•> P .101) をご覧<ださい。 



製品を称 

FMV-BIBLO MG/E70N 

イジテル⑥ CoreTMg Duo プロセッサー 

P 8700 を選巧した場合 

インテル ® Core™2 Du ロプロセッサー 

P 9600 を選巧した場合 

CPU ミま！* 

インテル⑥ Core ™2 Duo プ□セッサー 

P 8700 

インテル® Core ™2 Duo プロセッサー 

P 9600 



2 .巳 3 GHz 

2.66 GHz 


キャッシュ方モ U 

欲： 3 M 巨に PU 内蔵） 

2な：巨 MB ( CPU 内蔵） 

チップセット 

モパイルインテル®白 M 4 己 Express チップセット 

システム-バス 

1066 MHz 

^イン;><モ|」女 

標準2白己 （2 G 巨 X 1) /標準 4 G 巨 （2 G 巨 X 2) 

CPC 3-8500 DDR 3 SDRAM S 0- DIMM ) ECC なしデュアルチャネル対応、 

最大 4 G 巨注2を3 

拡張:><モリス□ット ★ 

X 2 (空をス□ット X ] /なし） 

表 

お 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

チップセットに内蔵 

ビデオ^モ IJ 

標準六 モリ 2日 巨 の場合：最大 776 M 日インメモ U と共有） を 4ま巳、 

標準メモ U 4 GB の場を：最大 1288 M 巨 （；>< インメモ U と共有）ま4 

液晶ディスプレイ37女 

高輝度-低反射] 3.3 型ワイド TFT カラー] 280 X 800ドット 
(スーパーファイン液晶）/ 

高輝度] 3.3 型ワイド TFT カラー128日 X 800ドット 
(ノングレア液晶） 

お像度/発色巧 a 8 

液晶ディスプレイ表示：1280 X 800ドット/1677万色 
外部ディスプレイ表示：最大1日20 X 120〇ドット/最大]巨77万色 

A — ド ディスクドライブ 5 ま 9 

★ 

約1巨 0 G 巨 /約 320白己 /約 巳00白巨 
(Serial ATA /150 已400回乾/分） 

または約 ]28 G 目フラッシュ^モ1」ディスク/約2已巨 GB フラッシュ方モ1」ディスク ; iiD 

CD / DVD ド'ライプ 
(.•► P .103) 

スーパーマルチドライブ 

才 

デ 

-r 

才 

機 

能 

オーディオコン ト □—ラ 

チップセッ ト 内蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大1目 2 kHz 、 24ビット（再生時）を 11 、 
サンプリング周波数最大目 6 kHz 、 16ビット健泰音時）ま 11 、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

曰本語キーボード 

(キーピッチ約]日 mm 、 キースト□-ク約 3 mm 、 8己キー、 J 侶配列準拠） 

ポインティングデバイス 

フラットポイン h 
(ジェスチャー機能対応） 

ご購入時の選択によっては、 US 巨マウス（レーザー式）び添付されます。 

指紋センサー 

スライド式/スク□ール機能あり 

ワンタッチボタン 

Support ボタン、 ECO ボタン、 Internet ボタン、 Zoom ボタン搭載 
( CD / DVD 操作兼用、モード切り替えボタン付） 

通 

信 

機 

能 

モデム 

最大巳 6 kbps (データ、 V .9 吕規格準拠）まに 

LAN 

1000巨 ASE - T /1 00邑 ASE - TX /] 0 BASE-T 華拠 

無總 LAN 
を 13 

規格 

IEEE 802.1 lb 準拠 、 IEEE 802.1 Ig 準拠、 

IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠、 （ Wi - Fi ® 準拠）ま^ 

内蔵アンテナ 

なし/ダイノ（ーシティ方式315 

Bluetooth ワイヤレス 
テクノ□ジー 

- 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 

ミち記については、「仕様一覧のを記について」(- > P .101) をご覧<ださい。 


98 I D 零鸟5契王►このマニュアルの巻頭でご案內しています。 






































製品を抑 

FMV-BIBLO MG/E70N 

インテル® Core™2 Duo プ□七ッサーインテル® Core™2 Duo プロセッサー 
PS 700を選巧した場合 P 9600を選巧した場合 

斗 

ン 

夕 

1 

フ 

卫 

1 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 準拠 Type I / H x 1ス□ットに ardBus 対応） 

SD メモ U —カード/ 
><モ|」ースティック/ 
xD- ピクチヤーカードを16 

1 ス□ット（メモ U- スティック PRO 対応） 

外部ディスプレイ/ 

ビデオ出力 

アナ□グ RGB ミニ D-SUB 15ピン X ] 

US 己を 17 

USB 2.0準拠 X 3 (ち側面 X 3) 

IEEE] 3吕4 CDV) ミち18 

4ピン X 1 CS400) 

モデム 

RJ-1 1 X 1 

LAN 

RJ-45 X 1 

オーディオ 

へッドホン-ラインアウト兼用端子を1目：¢3.己 mm ステレオ- ミニ ジャック/ 
マイク-ラインイン兼用端テ3 20 : ¢3.已 mm ステレオ- ミニ ジャック 

状態表示 

LED 

モバイルマルチベイ 321 

X 1 

電源供給方式 

AC アダプタ 

入力冉 C100V 〜 240V、出力 DCISV (4.22A) 

バッテ1」 

内蔵バッテリパック：リチウムイオン、10.8 V /已800 mAh、 

増設バッテ U パック（別売）： U チウムイオン、10.8 V / 2300 mAh 

バッテ U 
稼働時間 
(J 曰 TA 測定法 
1.0) 

内蔵バッテ U 
パック 

内蔵バッテ U 
パック+ 

増設巧バッテリ 

パソコンに添付されている『お使いになるラえでの注意事項』をご覧ください 

バッテ U 
充電時間 

内蔵パッテ U 
パック 

内蔵バッテ U 
パック+ 

増設巧バッテ U 

消費電力 

(標準時/最大時/ス U —プ時） 

省エネ法に基づ< 

エネルギー消費効率 
(省エネ基準達成率） 

(2007 年度基準） 

外形寸法（幅 X 奧行 X 高さ） 

(突起部含まず） 

314.0 X 234.0 X 26.4 〜 34.9mm 

質 

量 

スーパーマルチドライプ 
非装着時 

約] .86k 宫 

スーパーマルチドライプ 
妨目時 

約].日 7k 宫 

盗難防止巧□ック取り付け巧 

ぁご 

温湿度条件 

温度已〜3日む/湿度20〜 80%RH (動作時）、 

温度 一] 〇〜日〇で/湿度20〜 80%RH (が動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 

フレインス 1 -ール 03 女 

Windows 7 Home Premium 32ビット正規版 （DirectX 10対応）/ 
Windows 7 Professional 32ビット正規版 (DirectX 10対応）まの 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト 「WEB MART」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覧の注記について」(- >P.101) をご覧<ださい。 


仕様- 
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製品ち抑 

FMV - 己 IBLO MG / E フ ON 

インテル® Core ™2 Duo プ□セッサーインテル® Core ™2 Duo プロセッサー 
PS 700を選巧した場合 P 9600を選巧した場合 

ヴ ポー ト曰 S ★ 

Windows 7 Ultimate 32ビット正規版、 

Windows 7 Professional 32ビット正規版、 

Windows 7 Home Premium 32ビット正規版 
(Windows 7 Home Premium 32ビット正規版を選択した場合）/ 
Windows 7 Ultimate 32ビット正規版、 

Windows 7 Professional 32ビット正規版 

Windows XP Professional 正規版ま己^ 

(Windows 7 Professional 32ビット正規版を選択した場合） 


インターネットの實±通ショッピングサイト 「WEB MART 」 でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承<ださい。 

ま記については、「仕様一覧のを記について」 (•> P .101) をご覧<ださい。 
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注 8 


ま9 
注10 


注11 
注12 


注13 


注14 

注1巳 
注16 


注17 
注18 


ソフトウエアによっては CPU 名表記び異なることびあります。 

取り付けるメモ U の容量の組みをわせによってはシングルチャネルで動作します。 

システムの画面上では方モ U 容量び 4.00 GB と表示されてを、 0 S び使用可能な領域は最大約 3 GB になります。 
なお、装置構成によってご利巧可能なメモ U 容量は異なりまず。 

- Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( DVMT ) を使巧しており、パソコンの動作状況によりメモリ容 
量び最大容量まで変化します。 

-ビデオメモ U の容量を任意に蜜要することはでをません。 

-ビデオメモ U の最大値は、方インメモ U の搭載状況により異なります。 

-ディスプレイドライバーの更新により、ビデオメモリ容量の最大値び変わる場合びあります。あらかじめご了承く 
ださレ。 

インメモ U を4日日にした場をのメモリ容量は、最大12881\/1日（方インメモ U と共有）になります。 

S 3 グラフィックス社の AcceleR 冉 M ® テクノ □ジにより、□一カルビデオメモ U に加えメインメモ U の一部を使用 
することで、大容量のビデオメモ U をサポートしています。なお、使用するメインメモ U の容量は、メインメモリが 
2日日の場合は1 0]7 M 巨、メイン六モ U び4日日の場合は1日] 7 MB となりまず。 

• 液晶ディスプレイは非常に精度の高い巧術で作られておりますび、画面の一部に点なしないドットや、常時点灯ず 
るドットび存在する場合びあ D ます（有効ドット数の割合は99.99%じ(上です。有効ドット数の割合とは「対応 
するディスフレイの表示しラる全ドット数のうち、表お可能なドット数の割合」をおしています）。これらは故障 
ではありません。交換-返品はお受けいたしかねますのであらかじめご了承ください。 

•本製品で使用している液晶ディスプレイは、製造工程により、各製品で色合いび異なる場合びあります。また、温 
度変化などで多少の色むらび発生する場をびあります。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

-長時間同じ表示を続けると残儘となることびありますび故障ではありません。残儘は、しばらく経つと消えます。 
この現象を防ぐためには、省電力機能を使用してディスプレイの電源を切るか、スク U —ンセーバーの使用をお勧 
めします。 

• 表おずる条件によってはムラおよび微かな斑点び目立つことびありまずび故障ではありません。 

なお、低輝度で長時間連続で使用した場を、早期の部品交換び必要になることびあります。 

-グラフィックアクセラレータの出力する最大発色数は1日77万色ですび、液晶ディスプレイではディヴリング機 
能によって、擬似的に表示されます。また、外部ディスプレイに出力する場含は、お使いの外部ディスプレイびこ 
の解像度をサポートしている必要びあります。 

-同時表示時やマルチモニター表示時の出力方式などについては、なのマニュアルをご覧<ださい。 

を)『画面で見るマニュアル』》「000360」で検索 
- r 画面の解儘度と発色数について」 

容量は、 1 GB 二] 0日日叩 yte 換算値です。 

このパソコンは Windows RE 領域と U カバ IJ 領域に約] 6 G 巨使用しています。そのため、「コンピューター」の A — 
ドディスクの総容量は、マニュアルの記載よりわ、約1目 GB 少なく表示されます。また、残りの容量を C ドライプ、 
D ドライブにそれぞれ約500/〇ずつ割 D 当てています。 

なお、八ードディスクの区画の数や種別を変更したり、が付けドライブを接続した状態では、「トラプル解決ナビ」 
び正常に動作しなくなります。ご了承ください。 

使用でをるサンプ U ングレートは、ソフトウエアによって異なります。 

-巳6000 bps は V .92 の理論上の最高速度であり、実隙の通信速度は回線の状況により変化しまず。 V .92 の 
3360日 bps を超える通信速度は受信時のみで、送信時は336日 0 bps び最高速度となります。また、日本国内の 
一般公お回線、あるいは構内交換機経由での通信においては同規格での通信び行えない場合びあります。 

• 本モデムは、電気通信事業法による技術基準適合認定を取得していまず。 

回線認定番号： A 05-041 3001 
無線 LAN の仕様については、次のマニュアルをご覧ください。 

を!『画面で見るマニュアル』》「002000」で検索 
- r 無線 LAN の仕様」 

Wi - R ® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 rWi - Fi 冉 lliance ®」 の相互接続性テストに含格している 
ことをのします。 

IEEE 802.1 In ドラフト2.日準拠を使用したときは、 MIM 曰方式にもなります。 

■SD メモ U - 力ード （ SDHC 力ードを含む)、メモリースティック（メモ U - スティック PRO を含む）や x □-ピ 
クチャーカードの同時使用はでをません。 

- SD メモ U —カード （ SDHC カードを含む）は著作権保護機能 （ CPRM ) び使用されているデータの読み書をに 
巧応しています。 miniSD カードや microSD カードの場を、別途、専巧のアダプターび必要となります。 
•すべての SD メモリーカード 〔 SDHC 力ードを含む)、；>< モリースティック（メモリースティック PRO を含む) 
や xD - ピクチャーカードの動作を保証するものではありません。 SDI 0 カード、マルチメディアカード （ MMC )、 
およびセキュアマルチメディアカードには対応しておりません。 

なお、ご使用可能な SD メモ U — カード、 min 芭 D カード、および microSD カードは最大 2 GB 、 SDHC カード、 
microSDHC 力ー ドは最大 32 GB までとなります。 

-六モ I 」ースティック（；><モ|」ースティック PR 0を含む）は菅作権保護機能び使巧されているデータの読み書さは 
でさません。：><モリースティック/メモ U —スティック PRO の高速データに対応しております。 

すべての USB 対応周辺機器について動作保証するものではありません。 

すべての IEEE 1394巧応周迅機器について動作保記するをのではありません。 


仕様一覧の注記について 


12 3 4 已曰 7 
まままま まを 注 


OS 上で設定を変更することにより、ラインアウト端子として使用することをでさます。なお、仕様は次の通りです。 
へッドホン出力時：出力 ]mW じ(上、負荷インピーダンス 320 
ラインアウト出力時：出力 ] V _ ULb 、 負荷インピーダンス ]0 kn 政上 

0 S 上で設定を変更することにより、ラインイン端テとして使巧することもでさます。なお、仕様は;欠の通りです。 
マイク入力時：入力100 mV しソ下、入カインピーダンス ( AC ) IkOL ソ上 ( DC ) 2 kQ し处上 
ラインイン入力時：入力 ] Vi ； rF 、 入カインピーダンス lOkQ じ(上 
-ご購入時は内蔵スーパーマルチドライブユニットび取り付けられています。 

-オプションの「増設用内蔵バッテ1」ユニット」を搭載巧能です。 

Windows® XP Professional ダウングレード権を含みます。 Windows® XP ダウングレードをご利用になる場合 
は、こちらをご確認ください。 （ http://azby.fmwo 「 lcl.net/su|Dpo 「 t/xpdg/) 

日本語32ビット版。 

Microsoft® Windows® XP Service Pack 3 セキュリティ強化機能搭載が適用されている必要びあります。 

ご購入時に riEEE 8日 2.1 ]a/b / 宫準拠」と 「IEEE 802.1 In ドラフト2.0準拠」の両方に対応した無線 LAN を 
選択した場合は、インテル® Centrino®2 プ□セツサー • テクノ□ジー搭載になります。 
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注 


〇 

2 

注 


引 

注 


2 3 4己 
2 2 2 2 

ま注を注 




その他の仕様 


Cd / dvd ドライブ 


モバイルマルチベイに搭載しています。ドライブの主な仕様はなの通りです。 

• 各数値は仕様上の最大限であり、使用メディアや動作環境によって異なる場合びあります。 

• DVD ソフトによっては再生でをない場合びあります。 

•ディスクによってはご利用になれない場合もあります。 

•書を込み、書を換え速度は、ドライブの性能値です。書を込み、書を換え速度に対応したディ 
スクび必要になりますび、対応ディスクび販売されていない場合びあ D ます。 

•読み出し、書さ込み速度は、ディスクや動作環境によって異なる場合びあります。 

•DVD-R は、 DVD-R for General Ver.2.0/2.1 に準拠したディスクの書き込みに対応してい 
ます。 

• DVD-RAM は、力ート U ッジから取り出した状態、あるいは力ート U ッジなしでご使用くださ 
し、。 

• Ultra Speed CD-RW ディスクはご使用になれません。 

• 1 2cm、8cm の CD/DVD びお使いになれます。 


ドライブ 

スーバーマルチドライブ 

(DVD ± R DL (2 層）書を込み） 


CD-ROM 

最大24倍速 


CD-R 

最大24倍速 


CD-RW 

最大24倍速 


DVD-ROM 

最大8倍速 


DVD-R 

最大8倍速 


DVD+R 

最大8倍速 


DVD-RW 

最大8倍速 


DVD+RW 

最大8倍速 

読み出し 

DVD-RAM 

最大5倍速 


DVD-RAM2 

- 


DVD-R DL(2 層） 

最大目倍速 


DVD+R DL(2 層） 

最大目倍速 


BD-ROM 

- 


BD-R 

- 


BD-R DL(2 層） 

- 


BD-RE 

- 


BD-RE DL(2 層） 

- 



仕 

様 

臣と 

見 
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ドライブ 

スーパーマルチドライブ 
(DVD ± R DL (2 層）書を込み） 


CD-R 

最大24倍速 


CD-RW 

最大10倍速 


DVD-R 

最大8倍速 


DVD+R 

最大8倍速 


DVD-RW 

最大目倍速 


DVD+RW 

最大8倍速 

書さ込み/書を換え 

DVD-RAM 

最大日倍速 

DVD - RAM 2 

- 


DVD-R DL (2 層） 

最大4倍速 


DVD+R DL (2 層） 

最大4倍速 


BD-R 

- 


BD-R DL (2 層） 

- 


BD-RE 

- 


BD-RE DL (2 層） 

- 
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さ行 

指紋センサー . 

指紋認証 . 

状態表示 LED . 

スクロール . 

スピーカー . 

スリープ . 

た行 

ダイレクト-メモ U - ス□ツト 

ダストキャツチャー . 

ダブルク U ツク . 

ディスクアクセスランプ . 

デジタルカメラ . 

電源 

-入れる . 

- t 刀3 . 

一切れない場合 . 

電源ボタン . 

電源ランプ . 

盗難防止用□ツク取 D 付け巧.. 
卜うツグ . 


U 

USB コネクタ 
USB マウス'' 

X 


xD - ピクチャーカード . 53 

Z 

Zoom ボタン . 42 

か行 

カーソルキー . 14 

外部ディスプレイコネクタ . 10 

吸気孔 . 11,13 

クリック . 34 


S 


Scroll Lock フンプ . 15 

SD >< fU - 力ード . 52 

Shift キー . 14 

Support ボタン . 41 


索引 


A 

AC アダプタランプ . 15 

「 Application 」 モート . 41 

己 

Back Space . 14 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー ..勺，の 

C 

Caps Lock キー . 14 

Caps Lock ランプ . 15 

CD . 43, 44 

CD / DVD 取0出しボタン . 11 

D 

DC - IN コネクタ . 10 

Delete キー . 14 

DVD . 43, 44 

E 

EC 日ボタン . 41 

Enter キー . 14 

Esc キー . 14 

F 

Fn キー . 14 

I 

IEEE 1394 ( DV ) 端テ . 8 

Internet ボタン . 42 

L 

LAN コネクタ . 10 

LAN 馆線 LAN ) 機能 . 67 

M 

Mode ボタン . 41,42 

N 

Num Lk キー . 14 

Num Lock ランプ . 15 

P 

PC 力ードス□ット . 10 

PC 力ード取 D 出しボタン . 10 

「 Player 」 モード . 42 


8 7 5 6 8 6 
513 .2 
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は行 

排気孔 . 

バッテ1」 . 

バッテ U 残量ランプ . 

バッテ U 充電ランプ . 

バッテ1」パック . 

バッテ1」パック残量ランプ.. 

バッテ1」パック充電ランプ.. 

バッテ U パック□ック . 

バッテ1」ユニット残量ランプ 
バッテ1」ユニット充電ランプ 

半角/全角キー . 

フアンクシヨンキー . 

フラットポイント . 

プリンター . 

へッドホン-ラインアウト兼用端子 
ポイント . 

ま行 

マイク■ラインイン兼用端子 . 

マウスポインターを移動させる... 

メモリ . 

メモ|」ーカード . 

メモ|」ースティック . 

メモリ（拡張 RAM モジュール） 

ス□ット . 

モデムコネクタ . 

モバイルマルチベイ . 

モバイルマルチベイ□ック . 


わ行 

ワイヤレススイッチ 
ワンタッチボタン.. 


5行 

う、ソチ- 


な行 

内蔵 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー 


アンテナ . 9 

内蔵無線 LAN アンテナ . 9 
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FMV-BIBLO MG/E 如 N ， MG/E75, MG/E75N ， 
MG/E70, MG/E70N 
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•このマニュアルの内容は、改善のため事前連絡なしに変更することびありま 
す。 

•このマニュアルに記載されたデータの使用に起因する第三者の特許権および 
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•無断転載を禁じます。 

•落 T 、 乱 T 本は、お取り替えいたします。 
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FUJITSU 


嚇 


本製品は PC 3 R 「 PC グ U - ンラベル制度」の 
審査基準 （200 目年度版）を満たしています。 
詳細は、 Web サイト http :// www . pc 3 r.jp を 
ご覧ください。 


このマニュアルは U サイクルに配慮して印刷されています。 
不要になった際は、回収 ’ U サイクルにお出しください。 


■国 11111111 

T 4988618649360 













